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知りたい情報がここにある



先
人
に
感
謝
し
、

た
く
ま
し
く
優
し
い
町
を
次
世
代
に
つ
な
ぐ
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

清
々
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

ま
た
、
日
頃
は
町
政
に
対
し
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
、心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
改
革
の
継
続
に
よ
り
、
経
済
で
は
緩

や
か
に
回
復
基
調
が
続
い
て
い
る
中
、
９

月
に
突
然
の
衆
議
院
解
散
、
そ
れ
を
受
け

て
の
総
選
挙
が
10
月
に
執
行
さ
れ
ま
し
た
。

選
挙
結
果
は
、
自
民
・
公
明
の
連
立
与

党
が
圧
勝
し
た
こ
と
に
よ
り
第
４
次
安
倍

内
閣
が
発
足
、
急
速
に
進
む
少
子
高
齢
化

に
立
ち
向
か
っ
て
い
く
た
め
の
２
つ
の
大

改
革「
人
づ
く
り
革
命
」と「
生
産
性
革
命
」

が
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
最
大
の
勝
負
と
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
今
後
に
お
い
て
も
地
方
自

治
お
よ
び
地
方
経
済
に
対
す
る
国
の
動
向

に
は
、
そ
の
行
方
を
注
視
し
て
い
か
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。

昨
年
、
本
町
に
お
い
て
は
、
大
き
な
災

害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
九
州
北
部

に
お
い
て
尊
い
命
が
奪
わ
れ
る
大
き
な
災

害
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
本
町
に

お
い
て
も
、
防
災
対
策
に
つ
い
て
は
万
全

を
期
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
北
朝
鮮

の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
が
日
本
上
空
を
通
過
し
、

史
上
初
め
て
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
が
活
用
さ
れ
る

事
態
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
一
刻
も
早
く

北
朝
鮮
問
題
が
解
決
さ
れ
る
こ
と
を
切
に

願
う
ば
か
り
で
あ
り
ま
す
。

一
方
、
本
町
で
は
、
う
れ
し
い
出
来
事

も
あ
り
、
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー

ズ
が
北
海
道
１
７
９
市
町
村
を
応
援
す
る

企
画
に
本
町
が
選
ば
れ
、応
援
大
使
と
な
っ

た
田
中
賢
介
選
手
と
加
藤
貴
之
選
手
が
来

町
す
る
な
ど
、
多
く
の
町
民
が
プ
ロ
野
球

選
手
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
一

年
で
あ
り
ま
し
た
。

町
内
産
業
に
目
を
転
じ
ま
す
と
、
農
業

に
お
い
て
、
牧
草
は
、
春
先
の
干
ば
つ
や

夏
季
の
多
雨
の
影
響
を
受
け
、
平
年
と
比

べ
て
減
収
と
な
り
ま
し
た
が
、デ
ン
ト
コ
ー

ン
は
、
春
先
の
天
候
不
良
に
よ
る
生
育
の

遅
れ
が
み
ら
れ
た
も
の
の
、
後
半
は
持
ち

直
し
平
年
以
上
の
収
量
を
確
保
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
生
乳
に
つ
い
て
は
、
協
業

法
人
の
設
立
に
よ
り
搾
乳
戸
数
は
53
戸
に

減
少
し
ま
し
た
が
、
生
産
量
は
規
模
拡
大

の
効
果
も
あ
っ
て
ほ
ぼ
平
年
並
み
と
な
っ

て
お
り
、
補
給
金
制
度
の
改
正
に
よ
り
生

ク
リ
ー
ム
等
が
補
給
金
対
象
に
追
加
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
生
産
額
は
前
年
を
上
回
っ

て
お
り
ま
す
。
他
方
、
漁
業
で
は
、
主
要

魚
種
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
ホ
タ
テ
貝
は
、

計
画
を
上
回
り
３
年
ぶ
り
に
１
万
ト
ン
を

超
え
る
漁
獲
量
と
な
っ
た
も
の
の
、
サ
ケ

に
つ
い
て
は
、
一
昨
年
の
不
漁
を
さ
ら
に

下
回
る
漁
獲
量
と
な
り
ま
し
た
が
、
全
体

的
に
は
タ
ラ
バ
ガ
ニ
や
コ
ン
ブ
な
ど
の
豊

漁
も
あ
り
、
計
画
を
上
回
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
漁
獲
金
額
に
つ
い
て
は
、
ホ
タ
テ

貝
や
サ
ケ
の
全
道
的
な
不
漁
を
要
因
と
す

る
高
値
に
支
え
ら
れ
、
計
画
を
大
き
く
上

回
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
関
連
す
る
水

産
加
工
業
に
お
い
て
は
、
サ
ケ
・
マ
ス
・

イ
カ
の
不
漁
や
漁
獲
物
全
般
の

高
騰
に
加
え
、
平
成
27
年
か
ら

の
ホ
タ
テ
貝
減
産
に
よ
り
非
常
に

厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す

が
、
平
成
29
年
か
ら
ホ
タ
テ
貝
が
回

復
傾
向
に
あ
り
ま
す
の
で
、
安
定
的
な
原
料
確
保
に

よ
り
早
期
の
経
営
安
定
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
切
に

願
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
本
年
は
、
町
長
と
し
て
任
期
２
期
目
の
折

り
返
し
を
迎
え
、
２
期
目
に
あ
た
っ
て
の
政
策
理
念

で
あ
り
ま
す
「
人
口
減
少
危
機
を
総
力
で
打
開
す
る

ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
の
た
め
の
総
仕
上
げ
に
向
か

う
大
切
な
年
で
あ
り
ま
す
。「
地
域
産
業
の
成
長
に
よ

る
所
得
向
上
と
雇
用
創
出
」「
出
産
・
子
育
て
と
高
齢

者
の
夢
を
叶
え
る
大
胆
な
経
済
支
援
」「
観
光
と
文
化・

健
康
ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点
づ
く
り
」、
こ
れ
ら
３
つ
の
重

要
政
策
の
も
と
、
愛
す
る
雄
武
町
の
明
る
い
未
来
の

た
め
に
「
郷
土
愛
に
満
ち
た
ま
ち
づ
く
り
」
に
全
身

全
霊
を
捧
げ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
本
年
は
、
町
行
政
の
最
上
位
計
画
で
あ
り

ま
す
第
６
期
雄
武
町
総
合
計
画
が
ス
タ
ー
ト
す
る
年

で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
計
画
は
、
多
く
の
町
民
に
審

議
や
ア
ン
ケ
ー
ト
で
参
画
い
た
だ
い
き
策
定
に
あ

た
っ
た
も
の
で
あ
り
、
私
の
町
政
運
営
の
基
本
理
念

で
あ
り
ま
す
「
郷
土
愛
に
燃
え
、
明
る
く
豊
か
な
ま

ち
づ
く
り
」
を
推
進
し
て
い
く
た
め
の
指
針
と
な
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
計
画
に
基
づ
き
人
口
減
少

対
策
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
長
期
的
な
視
点
に
立
っ

た
行
財
政
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
町
民

の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
30
年
の
新
し
い
年
が
明
け
ま
し
た
。

町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
穏

や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
年
中
は
町
議
会
に
対
し
ま
し
て
、
深

い
ご
理
解
と
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を

賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
１
月
に
ア
メ
リ
カ
で
ト
ラ
ン

プ
大
統
領
が
誕
生
し
「
ア
メ
リ
カ
第
一
主

義
」
を
掲
げ
、
数
々
の
政
策
を
打
ち
出
し

ま
し
た
。
ま
た
、
北
朝
鮮
が
ミ
サ
イ
ル
発

射
の
挑
発
を
繰
り
返
す
一
方
、
中
東
を
始

め
ア
メ
リ
カ
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
世
界
各

地
で
テ
ロ
が
発
生
す
る
な
ど
、
緊
張
の
高

ま
り
を
強
く
感
じ
る
一
年
で
し
た
。

我
が
国
で
は
９
月
に
衆
議
院
解
散
、
10

月
の
総
選
挙
で
自
民
・
公
明
両
党
で
３
分

の
２
の
議
席
を
得
て
大
勝
致
し
ま
し
た
。

雄
武
町
の
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

農
業
に
お
い
て
は
複
数
の
法
人
が
新
た
に

設
立
さ
れ
、
牛
舎
な
ど
大
規
模
な
施
設
を

建
設
し
て
お
り
、
今
後
の
生
乳
生
産
増
加

に
期
待
が
高
ま
り
ま
す
。

漁
業
は
、
鮭
の
水
揚
げ
量
が
前
年
を
下

回
っ
た
他
は
主
力
の
ホ
タ
テ
漁
な
ど
前
年

を
超
え
、
全
体
の
水
揚
げ
金
額
は
前
年
を

上
回
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
水
産
加
工
業
に
お
い
て
は
、
原

料
の
不
足
と
、
調
達
価
格
上
昇
に
よ
り
３

年
連
続
で
厳
し
い
年
に
な
り
ま
し
た
が
、

本
年
は
ホ
タ
テ
の
資
源
量
回
復
と
の
調
査

報
告
も
あ
り
、
海
明
け
後
の
漁
模
様
に
期

待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

本
年
は
、
明
治
新
政
府
が
明
治
２
年
に

北
海
道
開
拓
史
を
開
設
し
蝦
夷
地
を
北
海

道
と
改
称
し
て
か
ら
１
５
０
年
を
迎
え
ま

す
。
先
人
の
方
々
が
厳
し
い
北
海
道
の
自

然
と
戦
い
、
大
変
な
困
難
と
向
き
合
い
開

拓
を
続
け
て
現
在
の
北
海
道
や
雄
武
町
の

発
展
を
成
し
遂
げ
て
き
た
歴
史
が
あ
り
ま

す
。
私
た
ち
は
、
改
め
て
故
郷
の
歴
史
を

学
び
、
町
の
礎
を
築
い
て
く
れ
た
方
々
に

想
い
を
馳
せ
て
そ
の
努
力
に
感
謝
す
る
と

と
も
に
、
手
堅
く
た
く
ま
し
い
産
業
を
構

築
し
、
安
心
し
て
故
郷
雄
武
町
に
住
み
続

け
ら
れ
る
優
し
い
町
を
次
世
代
に
継
承
す

る
事
が
重
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

本
年
度
か
ら
第
６
期
雄
武
町
総
合
計
画
が
開
始
さ

れ
る
事
に
な
り
ま
す
が
、
魅
力
あ
る
町
づ
く
り
を
目

指
し
、
我
々
議
会
と
し
て
も
、
少
子
高
齢
化
、
人
口

減
少
、
各
産
業
の
担
い
手
不
足
な
ど
多
く
の
課
題
に

対
し
て
こ
れ
ま
で
以
上
に
町
民
・
行
政
・
議
会
が
密

接
に
連
携
し
て
、
町
民
の
代
表
と
し
て
の
自
覚
を
持

ち
、
そ
の
職
責
を
果
た
す
た
め
に
全
力
で
努
力
す
る

所
存
で
す
。

本
年
も
、
議
会
に
対
し
ま
し
て
、
よ
り
一
層
の
ご

理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
、
よ
り
良
い
一

年
に
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し

て
念
頭
に
あ
た
っ
て
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。

雄武町長と雄武町議会議長が語る雄武町長と雄武町議会議長が語る



48

84

36

佐
藤
光
雄

加
藤
伸
行

24水
口

誠

か
と
う

の
ぶ
ゆ
き
・
日
の
出
北
町
・
掛
川
原
産
商
勤
務

さ
と
う

み
つ
お
・
潮
見
町

は
し
も
と

ほ
く
と
・
魚
田
・
豊
丘
小
５
年

み
ず
ぐ
ち

ま
こ
と
・
曙
・
雄
武
郵
便
局
勤
務

入社して、早 6 年目。去年
からレストランに配属

になり、お客様との会話も増
えて、お客様から「ありが
とう」「また来るね」と声
をかけていただけたこと
が、とても励みになりま
した。

今年も初心を忘れず、笑
顔で元気よくホテルを気持
ちよく使用していただけるよ
うに、いろいろな知識を身
につけ、活かせるサービス
をお届けしていきたいです。

公私共に充実した 1
年を過ごすことが

出来ました。また、自
分に関わる多くの人た
ちに支えられているこ
とを実感する年でもあ
りました。  

自分を支えてく
れている人たちに
感謝の気持ちを忘
れずに過ごしてい
きたいと思います。
そして、健康に気
を使いながら、趣
味の模型もまた始
めて、充実した 1
年を送りたいです。

去年は、色々なところに行きたい
と考えていましたが、家のこと

や仕事のことであっという間に 1
年が経ってしまいました。娘が札
幌の美容専門学校に入学し、離
れて暮らしているので、少しさ
びしいです。 

今年は、しっ
かりと体調を整
え て、 家 族 4
人 で 旅 行 に 行
き た い と 思 い
ます。

健康で穏やかに過ごせた 1 年
でした。天気の良い日は、

午前中に散歩に行って、小高い
ところから雄武町の町並みを見
て四季を感じて楽しんで過ごし

ていました。
今年も、健康に

気を付けて元気に
楽しく１年を過

ごしたいです。

72
60

照井秀治
てるい しゅうじ・栄丘・酪農業

去年の嬉しい思い出は、雄武
高校定時制の 14 期卒業生
のクラス会が開催され、同
じ教室で学んだ仲間たち
と、美味しい料理や楽し
い会話で、あっという間
の時間を過ごしました。
やはり同級生は、かけ
がえのない人生の宝物
であると思いました。

今年は、朝の散歩や
雄武の豊かな山の幸、海

の幸などで体調を整えて、
趣味の船釣りで、皆さんと
楽しい時間を共有したいと
思っています。

舘口 凌
12

友だちと学校の休み時間に
バスケットなどをして遊

んだのが楽しかったです。学
芸会の器楽演奏で木琴
を担当して、すご
く難しかったけ
ど一生懸命練

たてぐち りょう・開生・ホテル日の出岬勤務

今
年
の
干え

と支
は
「
戌
（
い
ぬ
）」
で
す
。

雄
武
町
に
は
、
戌
年
に
生
ま
れ
た
人
が
男
性
１
４
７
人
、
女
性
１
８
８
人
の

計
３
３
５
人
い
ま
す
。（
平
成
29
年
12
月
20
日
現
在
、
住
民
基
本
台
帳
調
べ
）

今
月
号
で
は
、
町
内
に
住
ん
で
い
る
各
年
代
の
年
男
、
年
女
14
人
に
今
年
の

目
標
な
ど
に
つ
い
て
聞
い
て
み
ま
し
た
。

さん

さん

さん

さん

さん

さん

習して、上
手く弾け
るように
なったのが
うれしかった
です。

今年はもっと
勉強を頑張っ
て、授業中に積
極的に発言でき
るようになりた
いです。

橋
本
北
飛

スキー指導員の試
験に挑戦しまし

た。ス キ ー 準 指 導 員
を取得してから 29 年
目 に 合 格 す る こ と が
で き て、 充 実 し た 1
年を過ごすことが出
来ました。

今 年 は、 資 格 を 活
か し て、 ス キ ー を 生
涯スポーツとして、多
く の 子 ど も た ち に 伝
え て い き た い と 思 っ
ています。

さん中沢庄司
なかざわ しょうじ・宮下町



60

48

中
村
の
あ

上
田
富
士
子

佐藤キヨイ
平
沼
亜
貴

う
え
だ

ふ
じ
こ
・
日
の
出
北
町
・
飲
食
業

な
か
む
ら

の
あ
・
中
雄
武
・
共
栄
小
５
年

さとう きよい・元沢木

ささき あゆみ・新日の出町・事務員

 

ひ
ら
ぬ
ま

あ
き
・
日
の
出
仲
町
・
自
営
業

子どもたちに温泉旅行に
連れて行ってもらい楽

しい時間を過ごせたり、長
女 が 結 婚 し た こ と も あ り、
振り返ってみれば充実して
いて、幸せなあっという間
の 1 年でした。

72

三浦涼子
みうら りょうこ・末広町一区

84

大きな病気もせず、散
歩や大好きなカラオ

ケを大勢の人と楽しんで
います。子ども 3 人孫 6
人ひ孫 3 人に恵まれて、
時々会うのが楽しみな
1 年でした。

今年も、子どもたち
と会えるのを楽しみに
病気やケガなく元気に
過ごしたいと思います。

36

谷平まどか

24
旅行などにも行くこと

が出来て、充実して
いてあっという間に過ぎ
去った 1 年でした。

今年は、去年から勉
強している資格試験に
合格したいです。そし
て、家族みんなが、幸
せで良い一年を過ごした
いです。趣味の野球観戦
や昨年から始めたスノー
ボードを楽しみたいです。

たにひら まどか・沢木・主婦

12

さん

さん

さん さん

さん

さん

さん

犬（
戌
）

い
ぬ
・
犬
小
屋
所
属さん

オホーツクサイクリ
ングに挑戦して、

途中で足が辛くなった
けど、ゴールしたとき
は嬉しかったです。

今年で、６年生に
なるので、最上級生
らしく振る舞って
いきたいです。
そして家のお手
伝いも、いろ
いろなことが
たくさんでき
るようにな
りたいです。

子どもたちが成長して、家
の仕事を手伝ってくれる

ことが増え、家族に助けられ
ながら頑張ったり、いろいろ
なところに行くことが出来
て、とてもドキドキ、ワ
クワクで楽しい 1 年でし
た。

今年も、大好きな家
族といろいろなことに
挑戦し、大きな壁もみ
んなで乗り越えて「谷
平家はいつも笑顔だ
ね」と言われる 1 年に
したいです。

母の介護や主人の病気な
どもあり、忙しい年に

なりました。2 人目の孫が誕
生し、写真を見たり、電話な
どで様子を聞いたりしていま
す。孫の成長がとても楽しみ
です。

今年は、自分も含め家族の
健康により一層注意してすご
したいです。また、旅行にも
行って、良い１年を送りたい
と思っています。

戌の本来の読みは「じゅつ」で、十二支は、
皆が覚えやすいように身近な動物が当て

られたと言われているワン。それに僕たちは、
一度にたくさんの子どもを産む多産でありな
がらもお産が軽いことから「戌の日」として
昔から安産の守り神とされていたり、忠実な
動物で人との付き合いも古いから、皆には親
しみ深いと思っているワン。来年はいよいよ
僕らの年、干支の特徴として、勤勉で努力家

去年はとても忙しい１年でし
たが、たくさんの人たちに

助けられ、家族みんなが健康に
過ごすことが出来たので、とて

佐々木あゆみ

と言われているから、僕もご主
人様のために頑張りたいワン。

来 年 は、 健
康に気を付け、
楽しく仕事を
して充実した
1 年 を 過 ご し
たいです。

も充実した年
になりました。

ホタテの稚
貝養殖業をし
て い る の で、
今年も浜が賑
わうように頑
張っていきた
いです。
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◉
高
額
介
護
合
算
療
養
費

医
療
と
介
護
の
両
方
を
利
用
し
て
い
る

世
帯
の
自
己
負
担
を
軽
減
す
る
制
度
で
す
。

同
じ
世
帯
の
被
保
険
者
が
、
１
年
間
に

支
払
っ
た
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
と
介
護

保
険
の
自
己
負
担
額
の
合
計
が
限
度
額
を

超
え
た
と
き
は
、
そ
の
超
え
た
額
が
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
お
よ
び
介
護
保
険
か
ら

支
給
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
手
続
き
に
は
市
町
村
窓
口
へ
の

申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※�

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
ま
た
は
介
護
保

険
の
自
己
負
担
額
の
い
ず
れ
か
が
０

円
の
場
合
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

※�

支
給
額
が
５
０
０
円
以
下
の
場
合
は
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
。

※�

１
年
分
の
自
己
負
担
額
の
計
算
期
間

は
、
８
月
１
日
か
ら
翌
年
７
月
31
日
ま

で
で
す
。

申
請
さ
れ
る
人
は
、
保
健
福
祉
課
保
険

給
付
係
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
お
知
ら
せ

高
額
介
護
合
算
療
養
費

医
療
費
通
知◉自己負担限度額表

負担割合 区分 自己負担額の
合計の基準額

3 割 現役並み所得者 67 万円

1 割
一般 56 万円

住民税
非課税世帯

区分Ⅱ※ 1 31 万円
区分Ⅰ※ 2 19 万円

※ 1 世帯全員が住民税非課税世帯の人
※ 2 世帯全員が住民税非課税で、世帯全員の所得が 0 円（公的年金収入のみの場合、

その受給額が 80 万円以下）、または老齢福祉年金を受給している人

◉
医
療
費
通
知

広
域
連
合
で
は
被
保
険
者
の
皆
さ
ま
の

医
療
費
総
額
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
す

る
「
医
療
費
通
知
」
を
、
対
象
期
間
に
医

療
機
関
等
を
受
診
し
た
全
て
の
被
保
険
者

の
皆
さ
ま
へ
送
付
し
ま
す
。

発
送
月
は
、９
月
と
３
月
の
年
２
回
で
す
。

医
療
費
通
知
の
活
用

	・�

医
療
費
の
推
移
が
一
目
で
わ
か
る
た

め
、
自
身
の
健
康
状
態
の
把
握
や
健
康

管
理
に
活
用
で
き
ま
す
。

・ 

健
康
診
査
な
ど
、皆
さ
ま
の
健
康
保
持・  

増
進
に
役
立
つ
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。

	・�
診
療
日
数
な
ど
に
間
違
い
が
な
い
か
確

認
を
お
願
い
し
ま
す
。

◉
問
い
合
わ
せ

	・
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

☎
０
１
１
‐
２
９
０
‐
５
６
０
１

	・
保
健
福
祉
課
保
険
給
付
係

☎
８
４
‐
２
０
２
３

障
害
者
手
帳
（
身
体
・
精
神
・

療
育
）
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い

場
合
で
も
、
雄
武
町
で
要
介
護
認

定
を
受
け
て
い
る
65
歳
以
上
の
高

齢
者
で
、
次
の
対
象
者
に
は
、
認

定
書
を
発
行
し
ま
す
。

◉
対
象
者

▼
障
害
者
控
除

①
65
歳
以
上
で
要
介
護
者

②�

要
介
護
認
定
資
料
に
基
づ
く
障

害
高
齢
者
日
常
生
活
自
立
度
Ａ

も
し
く
は
Ｂ
ラ
ン
ク
に
該
当
ま

た
は
認
知
症
高
齢
者
等
日
常
自

立
度
Ⅳ
ラ
ン
ク
に
該
当
す
る
人

▼
特
別
障
害
者
控
除

①
65
歳
以
上
で
要
介
護
者

②��

要
介
護
認
定
資
料
に
基
づ
く
障

害
高
齢
者
日
常
生
活
自
立
度
Ｃ

ラ
ン
ク
に
該
当
ま
た
は
認
知
症

高
齢
者
等
日
常
自
立
度
Ｍ
ラ
ン

ク
に
該
当
す
る
人

◉
控
除
額

▼
障
害
者
控
除

	・
所
得
税

27
万
円

	・
住
民
税

26
万
円

▼
特
別
障
害
者
控
除

	・
所
得
税

40
万
円

	・
住
民
税

30
万
円

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人

で
、
こ
の
医
療
費
控
除
を
受
け
る

の
が
２
年
目
以
降
の
人
は
、
町
が

発
行
す
る
確
認
書
で
、
お
む
つ
代

医
療
費
控
除
に
必
要
な
「
お
む
つ

使
用
証
明
書
」
に
代
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

※
初
め
て
医
療
費
控
除
の
手
続
き

を
さ
れ
る
人
は
、
医
師
が
作
成

す
る
「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」

が
必
要
で
す
。

介
護
保
険
要
介
護
認
定
高
齢
者
に
係
る

◉
控
除
額

そ
の
年
中
に
支
払
っ
た
医
療
費

の
総
額
か
ら
、
保
険
金
な
ど
で
補

て
ん
さ
れ
る
金
額
を
除
き
、
さ
ら

に
10
万
円
ま
た
は
所
得
金
額
の

５
％
の
い
ず
れ
か
少
な
い
額
を
差

し
引
い
た
残
り
が
医
療
費
控
除
額

と
な
り
ま
す
。

◉
問
い
合
わ
せ

▼�

認
定
書
、
証
明
書
の
発
行

保
健
福
祉
課
保
険
給
付
係

☎
８
４
‐
２
０
２
３

▼
税
の
控
除

税
財
管
理
課
課
税
係

☎
８
４
‐
２
１
２
１

障
害
者
控
除
対
象
認
定
書

障
害
者
控
除

お
む
つ
代
医
療
費
控
除

お
む
つ
代
医
療
費
控
除
の
確
認
書

介
護
保
険
制
度
で
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
高
齢
者
な
ど
が
、

所
得
税
や
住
民
税
の
申
告
の
際
に
、
税
の
控
除
を
受
け
る
た
め
の

認
定
書
、
証
明
書
を
申
請
に
よ
り
発
行
し
ま
す
。

受診年月 診療を受けた医療機関等 診療区分 日数 医療費総額 自己負担金
H29年 1月 ○○病院 医療外来 １ 18,000 1,800
H29 年 2月 ××薬局 調剤 １ 10,000 1,000

合計 28,000 2,800

※医療費通知のイメージ図

※この通知は皆さまの受診状況についてお知らせするもので、請求書ではあ
りません。



町
で
は
27
年
３
月
に
策
定
し
ま
し
た

「
第
６
次
雄
武
町
行
政
改
革
大
綱
」
に
基

づ
き
、
全
庁
的
な
体
制
で
行
政
改
革
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

こ
の
度
、
28
年
度
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て
取
り
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
そ
の
内
容

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

１ 

計
画
期
間

27
～
30
年
度
（
４
年
間
）

２ 

具
体
的
推
進
項
目

30
項
目

３ 

進
捗
状
況

実
施
（
◎
）

27
項
目
（
90
・
00
％
）

方
針
決
定
（
○
）
1
項
目
（
3
・
33
％
）

調
査
・
検
討
（
△
）
2
項
目
（
6
・
67
％
）

調
査
・
検
討
、
方
針
決
定
（
△
○
）

 

０
項
目
（
０
・
00
％
）

未
実
施
（
×
）

 

０
項
目
（
０
・
00
％
）

４ 

達
成
度

・
目
標
を
上
回
る
成
果
を
達
成
す
る
こ
と

が
で
き
た
（
★
★
★
★
★
）

  
 

２
項
目
（
６・67
％
）

・
目
標
ど
お
り
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た

（
★
★
★
★
）

10
項
目
（
33・33
％
）

・ 

目
標
に
対
し
、
お
お
む
ね
達
成
す
る
こ

と
が
で
き
た
（
★
★
★
）

  
  

８
項
目（
26・67
％
）

・ 

目
標
に
対
し
、あ
ま
り
達
成
で
き
な
か
っ

た（
★
★
）

７
項
目（
23・33
％
）

・ 

目
標
に
対
し
、
ほ
と
ん
ど
達
成
で
き
な

か
っ
た（
★
）

０
項
目（
０・00
％
）

・ 

目
標
に
対
し
、
全
く
達
成
で
き
な
か
っ

た（
｜
）

３
項
目（
10・00
％
）

５ 

推
進
状
況

・ 

計
画
以
上

 

３
項
目
（
10・00
％
）

・ 

計
画
ど
お
り

 

17
項
目
（
56・67
％
）

・ 

計
画
以
下

  
  

10
項
目
（
33・33
％
）

６ 

推
進
項
目
別
進
捗
状
況

①
町
民
と
の
連
携
・
協
働
に
よ
る
「
地
域

力
」
の
向
上

《
情
報
共
有
の
推
進
》

・
情
報
提
供
機
能
の
充
実

（
◎
）（
★
★
★
★
）（
計
画
ど
お
り
）

・ 

職
員
の
出
前
講
座
の
推
進

  

（
◎
）（
★
★
）（
計
画
以
下
）

・
情
報
化
推
進
計
画
の
推
進

（
◎
）（
★
★
★
★
）（
計
画
ど
お
り
）

《
町
民
参
画
と
地
域
活
動
支
援
の
推
進
》

・
委
員
公
募
制
度
の
推
進

  

（
◎
）（
★
★
）（
計
画
以
下
）

・
新
規
政
策
事
業
の
公
募
制
度
の
推
進

  

（
◎
）（
｜
）（
計
画
以
下
）

・
町
民
意
向
調
査
の
推
進

（
◎
）（
★
★
★
）（
計
画
ど
お
り
）

・
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
の
推
進

（
◎
）（
★
★
★
）（
計
画
ど
お
り
）

・
地
域
活
動
支
援
の
推
進

  

（
◎
）（
★
★
）（
計
画
以
下
）

②
自
主
・
自
律
性
の
高
い
財
政
運
営
に
よ

る
「
財
政
力
」
の
向
上

《
中
期
的
視
点
に
立
っ
た
財
政
運
営
》

・
予
算
編
成
方
式
の
適
正
化

（
◎
）（
★
★
★
）（
計
画
ど
お
り
）

・
町
債
発
行
の
抑
制
と
軽
減

（
◎
）（
★
★
★
★
）（
計
画
ど
お
り
）

・
財
政
計
画
に
よ
る
運
営
促
進

（
◎
）（
★
★
★
★
）（
計
画
ど
お
り
）

・
補
助
金
・
負
担
金
の
適
正
化

（
△
）（
★
★
）（
計
画
以
下
）

《
行
政
経
費
の
節
減
》

・
経
常
的
経
費
等
の
節
減

（
◎
）（
★
★
★
）（
計
画
ど
お
り
）

・
公
共
施
設
の
維
持
管
理
費
の
節
減

（
◎
）（
★
★
★
）（
計
画
ど
お
り
）

・
情
報
関
連
機
器
運
用
経
費
の
節
減

（
◎
）（
★
★
★
★
★
）（
計
画
以
上
）

《
歳
入
の
確
保
》

・
町
税
等
の
徴
収
率
の
向
上

（
◎
）（
★
★
★
★
★
）（
計
画
以
上
）

・
公
共
施
設
使
用
料
の
見
直
し

（
○
）（
★
★
）（
計
画
以
下
）

③
効
果
・
効
率
的
な
行
政
経
営
と
人
材
育

成
に
よ
る
「
組
織
力
」
の
向
上

《
事
務
事
業
の
合
理
化
・
効
率
化
》

・
行
政
評
価
制
度
の
推
進

（
◎
）（
★
★
★
）（
計
画
ど
お
り
）

・
町
独
自
の
規
制
緩
和
の
促
進

（
◎
）（
｜
）（
計
画
以
下
）

・
公
営
企
業
等
の
健
全
化
の
推
進

（
◎
）（
★
★
★
）（
計
画
ど
お
り
）

・
公
共
施
設
等
の
計
画
的
な
管
理
の
推
進

（
◎
）（
★
★
★
★
）（
計
画
以
上
）

《
行
政
と
民
間
の
役
割
分
担
》

・
事
務
事
業
の
民
間
委
託
等
の
活
用

（
◎
）（
★
★
★
）（
計
画
ど
お
り
）

・
第
３
セ
ク
タ
ー
の
見
直
し

（
◎
）（
★
★
★
★
）（
計
画
ど
お
り
）

《
職
員
の
意
識
改
革
と
人
材
育
成
》

・
職
員
研
修
の
充
実

（
◎
）（
★
★
★
★
）（
計
画
ど
お
り
）

・
職
員
提
案
制
度
活
用
の
推
進

（
◎
）（
★
★
）（
計
画
以
下
）

・
職
員
の
危
機
管
理
意
識
の
向
上

（
◎
）（
★
★
★
★
）（
計
画
ど
お
り
）

《
職
員
の
資
質
向
上
に
資
す
る
人
事
制
度
》

・
勧
奨
退
職
制
度
の
効
果
的
な
活
用（終

了
）

・
人
事
評
価
制
度
の
推
進

（
◎
）（
★
★
★
★
）（
計
画
ど
お
り
）

・
適
正
な
定
員
管
理
の
推
進

（
◎
）（
★
★
）（
計
画
以
下
）

・
給
与
水
準
及
び
給
与
制
度
の
適
正
化

（
◎
）（
★
★
★
★
）（
計
画
ど
お
り
）

・
勤
務
実
績
に
応
じ
た
昇
給
制
度
等
の
見

直
し

（
△
）（
｜
）（
計
画
以
下
）

第
６
次
雄
武
町
行
政
改
革
大
綱

平
成
28
年
度
進
捗
状
況
問
総
務
課
庶
務
係
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医
療
費
控
除
が
簡
単
に
な
り
ま
し
た

29
年
分
の
確
定
申
告
か
ら
、「
医
療
費
控
除
の
明
細
書
」
の
添
付
が
必
要
と
な
り
、
領
収
書
の

提
出
が
不
要
と
な
り
ま
す
。

医
療
費
の
領
収
書
は
自
宅
で
5
年
間
保
存
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

（
税
務
署
か
ら
求
め
ら
れ
た
と
き
は
、
提
示
ま
た
は
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
）

医
療
費
控
除
を
受
け
る
際
は
ご
自
宅
で
「
医
療
費
控
除
の
明
細
書
」
を
作
成
し
、
確
定
申
告
会

場
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

一
定
の
取
組
を
行
う
個
人
が
、
29
年
1
月
1
日
か
ら
33
年
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
、
ス
イ
ッ
チ

Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
の
購
入
の
対
価
を
支
払
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
年
中
に
支
払
っ
た
対
価
額
の

合
計
額
が
1
万
2
千
円
を
超
え
る
と
き
は
、
そ
の
越
え
る
部
分
の
金
額
（
上
限
：
8
万
8
千
円
）

に
つ
い
て
、
そ
の
年
分
の
総
所
得
金
額
等
か
ら
控
除
す
る
新
制
度
で
す
。

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
を
受
け
る
に
は
、
対
象
と
な
る
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
を

購
入
し
た
際
に
発
行
さ
れ
る
レ
シ
ー
ト
や
領
収
書
、「
一
定
の
取
組
」
に
あ
た
る
健
診
や
予
防
接

種
を
受
け
て
発
行
さ
れ
る
「
領
収
書
」
ま
た
は
「
結
果
通
知
表
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
を
受
け
る
際
は
ご
自
宅
で
「
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税

制
の
明
細
書
」
を
作
成
し
、
確
定
申
告
会
場
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項

・ 

そ
れ
ぞ
れ
の
明
細
書
の
用
紙
は
税
財
管
理
課
窓
口
、
も
し
く
は
国
税
庁
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
取
得
で
き
ま
す
。

・
医
療
保
険
者
か
ら
交
付
を
受
け
た
医
療
費
通
知
を
添
付
す
る
と
、「
医
療

費
控
除
の
明
細
」
の
記
入
を
省
略
で
き
ま
す
。

（
医
療
費
通
知
と
は
、
健
康
保
険
組
合
等
が
発
行
す
る
「
医
療
費
の
お
知

ら
せ
」
な
ど
で
す
）

・ 

29
年
分
か
ら
31
年
分
ま
で
の
確
定
申
告
に
つ
い
て
は
、
従
来
ど
お
り
医
療 

費
の
領
収
書
の
添
付
ま
た
は
提
示
に
よ
る
医
療
費
控
除
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

・「
一
定
の
取
組
」
と
は
、
人
間
ド
ッ
ク
や
特
定
健
診
、
予
防
接
種
や
勤
務

先
で
実
施
す
る
定
期
健
康
診
断
、
が
ん
検
診
な
ど
が
該
当
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
う
ち
い
ず
れ
か
１
つ
を
受
け
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・「
一
定
の
取
組
」
に
か
か
っ
た
費
用
は
所
得
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

・
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
を
受
け
る
た
め
に
は
、
申
請
者
本
人
が

「
一
定
の
取
組
」
を

行
っ
て
い
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
申
請
者
以
外
の

人
が
受
け
た
健
診
や
予
防
接
種
は
「
一
定
の
取
組
」
に
該
当
し
ま
せ
ん
。

・
従
来
の
医
療
費
控
除
と
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
は
同
時
に
利
用

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

制
度
等
の
詳
し
い
内
容
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://w
w

w
.nta.go.jp/index.htm

医
療
費
控
除
が
変
わ
り
ま
す

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
が

新
た
に
創
設
さ
れ
ま
し
た

問
税
財
管
理
課
課
税
係

☎
８
４
‐
２
１
２
１

問
紋
別
税
務
署

☎
０
１
５
８
‐
２
３
‐
２
１
９
１
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↑自分の考えを主張する児童

第38回子どもの主張発表会

自分たちの思いを主張
雄武町子ども育成会主催の子どもの主張発表会が町
民センターで開かれ、小学生8人、中学生５人が、自
分たちが日ごろ思っていることや、気になっているこ
とを思い思いのテーマで発表しました。小中学生の心
を込めた主張に、観客席からは拍手が贈られていまし
た。最優秀賞には沢木小６年の竹田純菜さん「沢木小
での六年間」と、雄武中２年の石橋美咲さん「私と漫画」
が選ばれました。

12/
3

↓ライブを成功させた生徒たち

雄武高校の生徒たちが雄武町を盛り
上げたいと考え、企画した音楽イベン
ト「THE大爆発」が道の駅おうむで
開催されました。雄武高校の吹奏楽部
や生徒で結成されたバンドが、懐かし
い曲から最新の曲まで練習してきた成
果を精いっぱい発揮。生徒たちの熱い
演奏に、会場も一体となって盛り上が
りました。
雄武高校2年の新谷凌右さんは「毎
日夜遅くまで練習したけど、準備期間
が短くて不安でした。本番は緊張した
けど成功してよかった」と嬉しそうに
話してくれました。

12/
9

児童センタークリスマス会

一足早いクリスマス
児童センターで毎年恒例のクリスマス会が開かれ、
参加した子どもたちは一足早いクリスマス気分を味わ
いました。サンタ姿で登場したのは、雄武高校ボラン
ティア同好会の生徒たち。この日のために用意してき
た、宝探しなどのゲームで子どもたちと交流しました。
ゲームの後には高校生と一緒にお菓子を食べ、みん
なが持ち寄ったプレゼントで交換会も行われ、子ども
たちは楽しい時間を過ごしていました。

↓高校生と楽しく過ごす子どもたち

ＴＨＥ大爆発12/
17 思いを込め熱唱

まちのできごと

↑皆勤賞で表彰される受講者

高齢者学級「生きがい大学」12/
８

12/
1

若草保育所お餅つき会

みんなで仲良くお餅つき
お餅つき会が若草保育所で行われ、子どもたちの「ヨ
イショ」という元気な声が響き渡りました。蒸しあがっ
たもち米で職員が餅つきのお手本を見せた後、年長の
園児たちが交代できねを持ち、元気いっぱいにお餅を
つきました。出来上がったお餅は、年長の園児の手に
よって丸められ、雑煮やきな粉、砂糖じょうゆにつけ
てみんなで仲良くいただきました。園児たちは「おい
しい」と自然と笑顔になっていました。

↑答申書を手渡す河島会長

「第６期雄武町総合計画」に関する基本構想
及び前期基本計画答申書提出

雄武町総合計画策定審議会の河島仁会長が役場を訪
れ、町のまちづくりの方向性を示す「第６期雄武町総
合計画」に関する基本構想及び前期基本計画の答申書
が町長に手渡されました。
今後10年間の基本構想と今後５年間の取り組みが
書かれた前期基本計画（子育て支援の充実など22の
基本施策）について、中川原町長は「皆さまが協力し
て作り上げた内容ですので、最大限尊重していきたい」
と答えました。

12/
４

↓元気に餅をつく園児たち

最期まで自分らしく

雄武町の未来のために

12/
15

豊丘小版画カレンダープレゼント

素敵なプレゼント

↓カレンダーを手に持つ児童

豊丘小学校の児童が、毎年製作している版画カレ
ンダーのプレゼントに訪れました。今年のカレンダー
の版画のテーマは動物で、一人ひとりの手作り。役
場には、豊丘小6年の千田凌生君の作品が贈られま
した。子どもたちから「ぜひ、役場内で使ってくだ
さい」と手渡されると中川原町長は「素敵なカレン
ダーをありがとう」と、児童たちから大切に受け取
りました。

本年度最後となる高齢者学級「生きがい大学」が町
民センターで開かれ、豊田通敏教育長による学習会が
行われました。豊田教育長は「最期を自分で決める時
代に、元気なうちに家族に自分の最期を書き残してお
くことが重要」などと話し、受講者は熱心に話に聞き
入っていました。学習会終了後に閉級式が行われ、教
育長から全員に修了証書が授与されたほか、全講座に
出席した２人に皆勤賞が贈られました。
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情報ひろば情報ひろば
こ
の
た
び
相
談
セ
ン
タ
ー
ふ
く
ろ
う
で

は
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局
か
ら
の
委

託
に
よ
り
、
出
張
相
談
会
を
実
施
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

生
活
で
の
お
困
り
事
や
お
悩
み
事
を
抱

え
な
が
ら
ど
う
し
た
ら
良
い
か
わ
か
ら
な

い
な
ど
の
相
談
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
相
談

セ
ン
タ
ー
ふ
く
ろ
う
が
あ
な
た
の
悩
み
を

ど
う
し
た
ら
解
決
で
き
る
か
一
緒
に
考
え

て
い
き
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

日
程
1
月
10
日
、
2
月
7
日
、
3
月
2
日

時
間

13
時
30
分
～
14
時
30
分

場
所

役
場
庁
舎
別
館
小
会
議
室

利
用
方
法

希
望
日
の
２
日
前
ま
で
に
ご

無
料
相
談
会
実
施

催

し

平
成
30
年
雄
武
町
成
人
式

社
会
福
祉

  問い合わせ 役場 ☎ 84 － 2121 保健福祉課 ☎ 84 － 2023 地域包括支援センター ☎ 84 － 4495 教育委員会 ☎ 84 － 4240

町
税
の
３
税
目
（
町
道
民
税
・
固
定
資

産
税
・
軽
自
動
車
税
）
に
つ
い
て
は
、
す

で
に
最
終
納
期
限
が
過
ぎ
て
い
ま
す
。
国

民
健
康
保
険
税
は
１
月
31
日
㈬
に
最
終
納

期
限
を
迎
え
ま
す
。

納
付
状
況
を
確
認
の
上
、
納
め
忘
れ
が

あ
る
場
合
は
至
急
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
特
別
な
事
情
に
よ
り
一
度
に
納

付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
担
当
係

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
納
め
忘
れ
の
な
い
大
変
便
利
な

口
座
振
替
制
度
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
納
付
書
を
紛
失
さ
れ
た
人
は
再
発
行
し

ま
す
の
で
、
担
当
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

問
税
財
管
理
課
収
納
係

給
与
支
払
報
告
書
・
償
却
資
産
申
告
書

税

金

町
税
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

  Information

防災活動に対する栄誉をたたえて
（敬称略）

◉ 30 年勤続章 関岡 修
◉ 20 年勤続章 小野 尚広
◉ 10 年勤続章 阿部 慎也

北海道知事表彰

◉功績章   佐藤 祐司 大井 忠幸
  三河 裕行

◉ 30 年勤続章 本田 知之
◉ 20 年勤続章 小野 尚広
◉ 10 年勤続章   長澤   淳治 遠藤 誠也

   国田 佑樹

北海道消防協会定例表彰

◉功労章 関岡 修 本田 知之
北海道消防協会オホーツク地方支部定例表彰

紋別地区消防組合管理者表彰

◉ 30 年勤続章 本田 知之
◉ 20 年勤続章 小野 尚広
◉ 15 年勤続章 石澤 一洋 狩野 隆正

鈴木 秀之
◉ 10 年勤続章 長澤 淳治 遠藤 誠也

国田 佑樹
◉ ５年勤続章 開米 孝 見立屋 聡

今泉 淳 安本 友輔
四辻 秀和 雨山 努
柳原 翔 三澤 隆

問紋別地区消防組合消防署雄武支署

教
育
委
員
会
で
は
、
満
20
歳
を
迎
え
た

新
成
人
を
お
祝
い
す
る
成
人
式
を
次
の
と

お
り
挙
行
し
ま
す
。
当
日
は
、
ご
家
族
を

含
め
関
係
者
の
方
々
も
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

日
時

30
年
１
月
７
日
㈰

14
時
～

場
所

雄
武
町
民
セ
ン
タ
ー

問
教
育
委
員
会
生
涯
教
育
係

☎
８
４
‐
４
２
４
０

給
与
支
払
報
告
書
、
償
却
資
産
申
告
書

は
30
年
１
月
31
日
㈬
ま
で
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

◉
給
与
支
払
報
告
書

「
年
末
調
整
の
し
か
た
」「
法
定
調
書
の

作
成
と
提
出
の
手
引
」
な
ど
に
よ
り
記
載

内
容
を
確
認
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

特
に
確
認
す
べ
き
事
項

・ 

控
除
対
象
配
偶
者
の
有
無
（
配
偶
者
の

所
得
が
38
万
円
以
下
）

・ 

障
が
い
者
、
扶
養
親
族
等
の
人
数

・ 

中
途
就
職
、
退
職
の
状
況
な
ど

・ 

平
成
29
年
分
の
給
与
支
払
報
告
書
か
ら

個
人
番
号
ま
た
は
法
人
番
号
を
記
載
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◉
償
却
資
産
申
告
書

30
年
１
月
１
日
現
在
で
所
有
し
て
い
る

事
業
用
資
産
の
内
容
に
つ
い
て
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。
申
告
書
は
、
12
月
中
旬
に
送

付
済
み
で
す
。
な
お
、
29
年
の
申
告
内
容

に
異
動
が
な
い
場
合
で
も
申
告
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
償
却
資
産
申
告
書
に
は
個
人

番
号
ま
た
は
法
人
番
号
の
記
載
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
税
財
管
理
課
課
税
係

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
・
消
費

税
及
び
地
方
消
費
税・贈
与
税
の
申
告
書
は
、

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書
等

作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
利
用
し
て
作
成
で
き
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告

書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
の
画
面
の
案
内
に

従
っ
て
金
額
等
を
入
力
す
れ
ば
、
税
額
な

ど
が
自
動
計
算
さ
れ
申
告
書
等
を
作
成
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の
確
定
申

告
で
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
を
ご
利
用
い
た
だ
く
メ

リ
ッ
ト

・ 

自
宅
か
ら
ネ
ッ
ト
で
申
告
…
「
確
定
申

告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
申
告
等

デ
ー
タ
を
作
成
し
、
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
送

信
す
る
こ
と
で
、
税
務
署
に
行
か
ず
に

自
宅
か
ら
申
告
で
き
ま
す
。

・ 

添
付
書
類
の
提
出
省
略
…
確
定
申
告
を

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
行
う
場
合
、
源
泉
徴
収

票
や
生
命
保
険
料
控
除
証
明
書
等
は
、

そ
の
記
載
内
容
を
入
力
し
て
送
信
す
る

こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
書
類
の
提

出
ま
た
は
提
示
を
省
略
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
（
法
定
申
告
期
限
か
ら
5

年
間
、
税
務
署
か
ら
書
類
の
提
出
ま

た
は
提
示
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
）

・ 

還
付
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
…
自
宅
や
税

理
士
事
務
所
か
ら
ｅ
‐
Ｔ
Ａ
Ｘ
で
提

出
さ
れ
た
還
付
申
告
は
3
週
間
程
度

で
処
理
し
て
い
ま
す
（
1
月
、
2
月

に
提
出
さ
れ
た
場
合
は
、
2
～
３
週

間
程
度
で
処
理
し
て
い
ま
す
）

・ 

24
時
間
い
つ
で
も
利
用
可
能
…
所
得

税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の
確
定
申

告
期
間
中
は
、
24
時
間
い
つ
で
も
利

用
可
能
で
す
（
た
だ
し
、
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
時
間
を
除
き
ま
す
）

「
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
」
を
ご
利
用
い
た
だ
く
前
に

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
の
利
用
に
際
し
て
は
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
や
、
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
の
購
入
な
ど
の
事

前
準
備
が
必
要
で
す
。

な
お
、
作
成
し
た
確
定
申
告
書
を
ネ
ッ

ト
で
申
告
せ
ず
、印
刷
後
税
務
署
へ
提
出
、

ま
た
は
郵
送
を
す
る
場
合
に
は
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
等
の
事
前
準
備
は
不
要
で

す
。

※
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
に
格
納
さ
れ
た

電
子
証
明
書
を
お
持
ち
の
人
は
、
そ
の

有
効
期
間
内
で
あ
れ
ば
継
続
し
て
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
手
続
き
等
の
詳
し
い
内
容
は
、
ｅ
‐
Ｔ

ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.e-tax.nta.go.jp

問
税
財
管
理
課
課
税
係

問
紋
別
税
務
署

☎
０
１
５
８
‐
２
３
‐
２
１
９
１

 上寿（１００歳）おめでとうございます
  １２月５日㈫、上寿（１００歳）を迎えられた前田ミサヲさんに
-  町長から祝金と祝状の贈呈が行われました。この度はご長寿おめで
  とうございます。

↑祝金と祝状を手に微笑む前田ミサヲさん

雄武消防団出初式
町民の生命、財産を災害から守ることを最大の使
命とする雄武消防団では、新春恒例の出初式を下記
のとおり挙行します。

日時 30年 1月 4日㈭ 10時
場所 雄武消防庁舎前
サイレン吹鳴時刻 9時 30分
※雄武町全域

連
絡
く
だ
さ
い
。

※
相
談
料
は
無
料
で
す
。

問
オ
ホ
ー
ツ
ク
相
談
セ
ン
タ
ー
ふ
く
ろ
う

☎
０
１
５
７
‐
２
５
‐
3
１
１
０
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第
４
回
お
う
む
す
こ
や
か
健
診

  問い合わせ 役場 ☎ 84 － 2121 保健福祉課 ☎ 84 － 2023 地域包括支援センター ☎ 84 － 4495 教育委員会 ☎ 84 － 4240

  Information

皆さまのお陰で今年ホテル日の出岬は２０周年という大きな節目を
迎えます。これからも皆さまに愛されるホテルであり続けるよう努め
て参りますので、ご愛顧のほどよろしくお願いいたします。

ホテル日の出岬は町民の皆さまの大切な財産です。ぜひ、
ご利用をお待ちしています。ホテルに対するご意見、ご
要望がありましたら、何なりとご連絡ください。

オホーツク温泉ホテル日の出岬
☎85‐ 2626

ホテル日の出岬からのお知らせ

新年明けましておめでとうございます

クリスマスが過ぎればお正月ですね。そして、クリスマス・お正月
と言えば冬休み。ということで、冬休み期間特別企画としてランチタ
イム限定で、お食事をご利用のお客さま全員にドリンクバーをお付け
します。
◉期間 30年1月14日㈰まで 11時～15時（ラストオーダー14時30分）

冬休み期間特別企画

正月イベント

元日にイベントを開催します。今年はマジックショーも行います。
また、1 月 7 日㈰には「第 2 回雪上ブルームボール大会」を開催予定
です。是非とも皆さま、ホテル日の出岬にお越しください。

お正月日帰り入浴時間のご案内
◉元日㈰ 7 時～ 21 時 30 分（日の出予定時刻 7 時 04 分）
◉２日㈪ 10 時～ 21 時 30 分
◉３日㈫ 10 時～ 21 時 30 分（4 日からは通常営業となります）
※元日は展望室を 6 時 30 分から利用できます。

レストラン「藍」のおすすめメニュー

味噌キムチラーメン 800円 鴨肉入り鍋焼きうどん 980円

保

健

日
程

１
月
27
日
㈯
、
１
月
28
日
㈰

会
場

雄
武
町
国
民
健
康
保
険
病
院

受
付
時
間

7
時
、
７
時
30
分
、
8
時
、

8
時
30
分
、
9
時
、
9
時
30
分
、
10
時

※
胃
・
肺
が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
、
１
月

28
日
㈰
の
み
受
診
で
き
ま
す
。

※
時
間
帯
は
先
着
順
に
お
選
び
い
た
だ
け

ま
す
。お
早
め
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

た
く
さ
ん
の
人
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

問
保
健
福
祉
課
保
健
係

発
達
相
談
の
実
施

雄
武
町
で
は
、
す
べ
て
の
子
ど
も
の
個

性
を
活
か
し
た
成
長
を
支
え
る
た
め
に
、

発
達
支
援
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

発
達
相
談
で
は
、
集
団
生
活
や
家
庭
生

冬
道
で
の
交
通
事
故
防
止

交
通
安
全

ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
交
通
事
故
～
め
ざ
せ
安

全
で
安
心
な
北
海
道
～

◉
余
裕
を
持
っ
た
運
転
を

目
的
地
ま
で
の
天
気
や
道
路
状
況
を
事

前
に
把
握
し
て
、
時
間
に
余
裕
を
持
っ
て

出
発
し
ま
し
ょ
う
。

◉
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
と
慎
重
な
運
転
を

ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
と
路
面
状
況
に
あ
わ

せ
た
慎
重
な
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

◉
「
急
」
の
つ
く
運
転
操
作
は
危
険

急
発
進
、
急
加
速
、
急
ハ
ン
ド
ル
、
急
ブ

レ
ー
キ
と
い
っ
た
「
急
」
の
つ
く
運
転
操
作

は
ス
リ
ッ
プ
に
つ
な
が
り
大
変
危
険
で
す
。

違
法
・
迷
惑
駐
車
の
防
止

「
や
め
ま
し
ょ
う  

み
ん
な
が
困
る  

迷
惑

駐
車
」

違
法
・
迷
惑
駐
車
は
、
次
の
よ
う
な
危

険
や
障
害
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

◉
道
路
を
狭
く
し
て
通
行
の
妨
害
に
な
り
ま
す
。

違
法
駐
車
が
あ
る
た
め
に
交
通
渋
滞
を

引
き
起
こ
し
、
ス
ム
ー
ズ
な
車
両
走
行
が

で
き
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◉
交
差
点
付
近
で
の
事
故
の
原
因
と
な
り

ま
す
。

交
差
点
付
近
の
違
法
駐
車
は
、
通
行
す

る
車
両
や
歩
行
者
の
見
通
し
を
妨
げ
、
交

差
点
事
故
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

◉
緊
急
車
両
の
活
動
を
防
げ
ま
す
。

狭
い
道
路
に
違
法
駐
車
が
あ
る
と
き

は
、他
の
車
両
が
通
行
不
能
と
な
り
ま
す
。

特
に
、
消
防
車
や
救
急
車
な
ど
の
緊
急
車

警
察
通
報
は
１
１
０
番
、
相
談
電
話
は

「
＃
9
１
１
０
」

１
１
０
番
は
、
緊
急
の
事
件
・
事
故
な

ど
を
、
い
ち
早
く
警
察
へ
通
報
す
る
た
め

の
緊
急
電
話
で
す
。
1
１
０
番
に
出
た
警

察
官
が
、
事
件
・
事
故
の
内
容
に
基
づ
い

て
必
要
な
事
項
を
質
問
し
ま
す
の
で
、
慌

て
ず
落
ち
着
い
て
正
し
く
答
え
て
く
だ
さ

い
。警

察
官
が
早
く
現
場
に
到
着
で
き
る
よ

う
、
住
所
や
付
近
の
目
標
と
な
る
建
物
等

を
正
し
く
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

携
帯
電
話
で
1
１
０
番
す
る
場
合
、
車
で

移
動
し
な
が
ら
の
通
報
や
歩
き
な
が
ら
の

通
報
は
通
話
が
途
切
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
控
え
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
車
を
運

転
し
な
が
ら
の
通
報
は
法
令
違
反
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
車
を
安
全
な
場
所

に
停
止
し
て
通
報
を
し
て
く
だ
さ
い
。

メ
ー
ル
１
１
０
番
は
、
耳
や
言
葉
の
不

自
由
な
人
や
、
声
を
出
せ
な
い
状
況
に
あ

る
人
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
可
能
な

端
末
の
Ｅ
メ
ー
ル
機
能
を
利
用
し
て
緊
急

通
報
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

通
報
す
る
と
き
に
は
「
事
件
・
事
故
の

内
容
」
の
ほ
か
、「
住
所
や
目
標
と
な
る

建
物
」「
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
」
を
正
し
く

入
力
し
て
く
だ
さ
い
。

緊
急
の
対
応
を
必
要
と
し
な
い
遺
失
物
、

拾
得
物
の
届
出
、
諸
手
続
に
関
す
る
照
会

な
ど
は
、
最
寄
り
の
警
察
署
、
交
番
・
駐

在
所
に
電
話
を
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
や
警
察
業
務
に
関
す
る
意
見
・
要
望

は
、
短
縮
ダ
イ
ヤ
ル
「
＃
9
１
１
０
」
の
警

察
相
談
専
用
電
話
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ダ
イ
ヤ
ル
回
線
電
話
、
Ｉ
Ｐ
電
話
な
ど

で
短
縮
ダ
イ
ヤ
ル
が
利
用
で
き
な
い
場
合

は
、
次
の
番
号
に
お
か
け
く
だ
さ
い

問
北
見
方
面
本
部

☎
０
１
５
７
‐
２
４
‐
９
１
１
０

問
興
部
警
察
署

☎
０
１
５
８
‐
８
２
‐
２
１
１
０

活
に
お
い
て
、
お
子
さ
ん
が
困
っ
て
い
る

こ
と
や
、
保
護
者
が
気
に
な
っ
て
い
る
こ

と
の
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

相
談
内
容
に
つ
い
て
は
、
個
人
情
報
保

護
を
厳
守
い
た
し
ま
す
の
で
、
安
心
し
て

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
相
談
人
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り

ま
す
。
お
早
め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

助
言
者

発
達
障
が
い
者
支
援
道
東
地
域

セ
ン
タ
ー
き
ら
星

セ
ン
タ
ー
長

丸
山

芳
孝
氏

日
程

30
年
１
月
29
日
㈪
～
31
日
㈬

場
所

雄
武
町
役
場
庁
舎
別
館

他

申
込
み

30
年
１
月
19
日
㈮
ま
で

※
相
談
日
程
に
つ
い
て
は
ご
希
望
を
伺
い

な
が
ら
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
保
健
福
祉
課
保
健
係

ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
や
早
め
ブ
レ
ー
キ
な
ど
、

慎
重
な
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

◉
交
差
点
に
注
意

雪
山
で
見
通
し
が
悪
い
交
差
点
な
ど
で

は
、
危
険
を
予
測
し
て
、
徐
行
と
安
全
確

認
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

◉
悪
天
候
に
注
意

吹
雪
や
大
雪
な
ど
悪
天
候
時
の
運
転

は
、
立
ち
往
生
等
の
危
険
が
伴
い
ま
す
の

で
、
不
要
な
外
出
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

や
む
を
得
ず
車
で
外
出
す
る
と
き
は
、

事
前
に
道
路
情
報
を
確
認
し
、
防
寒
具
や

ス
コ
ッ
プ
等
を
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

問
興
部
警
察
署

☎
０
１
５
８
‐
８
２
‐
２
１
１
０

両
の
活
動
を
妨
げ
、
人
命
救
助
に
重
大
な

影
響
を
与
え
ま
す
。

◉
歩
行
者
事
故
な
ど
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

住
宅
街
で
の
違
法
駐
車
は
、
駐
車
車
両

の
直
前
や
直
後
か
ら
幼
児
、
児
童
の
飛
び

出
し
に
よ
る
事
故
や
夜
間
に
は
走
行
車
両

が
駐
車
車
両
に
気
付
か
ず
衝
突
す
る
な

ど
、
交
通
事
故
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

◉
除
排
雪
作
業
な
ど
の
障
害
と
な
り
ま
す
。

違
法
駐
車
が
除
雪
車
の
進
行
や
除
排
雪

作
業
の
妨
げ
と
な
り
、
住
民
に
迷
惑
を
か

け
、生
活
に
も
重
大
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

問
興
部
警
察
署

☎
０
１
５
８
‐
８
２
‐
２
１
１
０
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  information

年末年始の休み
◉役場、議会事務局、教育委員会、農業委
員会、国民健康保険病院※

12 月 30日㈯～ 1月 8日㈪
※救急外来は年末年始も受付しています。

◉保育所

12 月 31日㈰～ 1月８日㈪
◉児童センター

12 月 31日㈰～ 1月５日㈮
◉スポーツセンター、武道センター

12 月 28日㈭～ 1月８日㈪
◉町民センター

12 月 29日㈮～ 1月 6日㈯
◉図書館

12 月 30日㈯～ 1月 5日㈮
◉ゴミの収集

12 月 30日㈯～ 1月７日㈰
※１月４日㈭および５日㈮は臨時にゴミ回

収および焼却処理場、最終処分場の業務
を実施します。

◉消防雄武支署は年中無休です。
◉お急ぎの用がありましたら、役場まで

問い合わせください。☎ 84 － 2121

住

宅

町
営
住
宅
入
居
者
募
集
（
継
続
）

家
賃
算
定
に
係
る
所
得
基
準

一
般
世
帯
の
所
得
基
準
の
上
限
は
政
令
月

収
で
15
万
８
千
円
、
裁
量
世
帯
は
25
万
９
千

円
。
家
賃
は
所
得
に
応
じ
て
決
定
し
ま
す
。

※�

政
令
月
収
と
は
、
給
与
所
得
者
は
１
年
間

の
給
与
所
得
控
除
後
の
金
額
に
、
自
営
業

者
は
１
年
間
の
事
業
所
得
か
ら
必
要
経
費

を
控
除
し
た
金
額
に
、
扶
養
控
除
等
を
差

し
引
い
た
額
を
12
で
除
し
た
も
の
で
す
。

※�

裁
量
世
帯
と
は
、
高
齢
者
世
帯
（
60
歳
以

上
）、
高
齢
者
と
18
歳
未
満
の
世
帯
、
障

害
者
（
障
害
の
程
度
に
よ
る
）
が
い
る

世
帯
、
乳
幼
児
が
い
る
世
帯
、
婚
姻
後
2

年
以
内
で
夫
婦
と
も
に
35
歳
未
満
の
世
帯

（
小
学
生
以
下
の
児
童
が
い
る
場
合
も
可
）

な
ど
で
す
。

旭日団地

潮見団地幌内団地

魚田団地

沢
木
町
有
住
宅
入
居
者
募
集

入
居
資
格

・� 

町
内
に
住
所
を
有
す
る
人
ま
た
は
有
す  

  

る
こ
と
と
な
る
人
。

�・ 

町
税
な
ど
に
滞
納
が
な
い
こ
と
。

・ 

単
身
入
居
不
可

申
込
方
法

・  

役
場
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
入
居
す
る
人

の
住
民
票
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・ 

平
成
29
年
1
月
1
日
に
他
市
町
村
に    

お
い
て
住
民
登
録
さ
れ
て
い
た
人
は
当

該
市
町
村
で
発
行
さ
れ
る
市
町
村
民
税

課
税
証
明
書
・
所
得
証
明
書
な
ど
の
直

近
１
年
分
の
所
得
が
分
か
る
も
の
と
、

納
税
証
明
書
も
あ
わ
せ
て
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※�

町
税
な
ど
に
滞
納
が
あ
る
と
入
居
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※�

町
有
住
宅
の
情
報
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
公
開
し
て
い
ま
す
。
申
込
用
紙
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
税
財
管
理
課
管
財
係

1戸
3ＬＤＫ

平成14年建設
家賃 34,000円

団地名 間取り 戸数 家 賃 単身

新日の出
2LDK ３ 22,800 ～ 52,400 不可

３LDK 1 27,100 ～ 62,300 不可

旭日 3LDK 2 21,000 ～ 54,800 不可

潮見 3LDK 2 16,500 ～ 40,000 不可

魚田 3DK 2 9,100 ～ 17,700 可

幌内 3LDK 3 7,800 ～ 20,700 可

申
込
方
法

・ 

役
場
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
入
居
す
る
人

の
住
民
票
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・ 

平
成
29
年
1
月
1
日
に
他
市
町
村
に    

お
い
て
住
民
登
録
さ
れ
て
い
た
人
は
当

該
市
町
村
で
発
行
さ
れ
る
市
町
村
民
税

課
税
証
明
書
・
所
得
証
明
書
な
ど
の
直

近
１
年
分
の
所
得
が
分
か
る
も
の
と
、

納
税
証
明
書
も
あ
わ
せ
て
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

・ 

申
し
込
み
の
際
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま

た
は
通
知
カ
ー
ド
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

町
税
な
ど
に
滞
納
が
あ
る
と
入
居
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※�

町
営
住
宅
の
情
報
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
公
開
し
て
い
ま
す
。
申
込
用
紙
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
住
宅
使
用
料
の
お
支
払
い
に
は
、
安
心
便

利
な
口
座
振
替
が
利
用
で
き
ま
す
。

問
税
財
管
理
課
管
財
係

大
規
模
な
土
地
取
引
に
は
届
け
出
を

土
地
の
売
買
・
交
換
・
営
業
譲
渡
な
ど
、

大
規
模
な
面
積
の
土
地
取
引
に
係
る
契
約

を
締
結
し
た
場
合
に
は
、
役
場
を
通
じ
て

北
海
道
に
届
け
出
が
必
要
で
す
。

雄
武
町
で
は
取
引
面
積
が
、
都
市
計
画

区
域
で
５
千
㎡
以
上
、
そ
の
他
の
区
域
で

１
万
㎡
以
上
の
場
合
に
届
け
出
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
該
当
す
る
人
は
忘
れ
ず

に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

届
出
者

土
地
の
権
利
取
得
者

※
売
買
で
あ
れ
ば
買
い
主

届
出
事
項

契
約
当
事
者
の
氏
名
・
住
所

等
、
契
約
締
結
年
月
日
、
土
地
の
所
在
・

面
積
、
権
利
の
種
別
・
内
容
、
取
得
し
た

土
地
の
利
用
目
的
、
土
地
対
価
の
額

届
出
期
限

契
約
締
結
日
を
含
め
２
週
間

以
内

提
出
書
類

届
出
書
（
窓
口
備
え
付
け
）、

土
地
取
引
に
係
る
契
約
書
の
写
し
ま
た
は

こ
れ
に
代
わ
る
書
類
、土
地
位
置
図（
５
万

分
の
１
以
上
の
地
形
図
）、
土
地
お
よ
び

付
近
の
状
況
を
明
ら
か
に
し
た
５
千
分
の

１
以
上
の
図
面
、
土
地
の
形
状
を
明
ら
か

に
し
た
図
面
、
そ
の
他
（
委
任
状
な
ど
）

問
財
務
企
画
課
企
画
調
整
係

そ
の
他

防
災
行
政
無
線
（
同
報
系
）
放
送
内
容
の

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

町
で
は
、
津
波
や
地
震
な
ど
の
自
然
災

害
か
ら
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
生
命
や
財
産

を
守
る
た
め
に
防
災
行
政
無
線（
同
報
系
）

放
送
を
運
用
し
て
い
ま
す
。
定
時
放
送
、

点
検
放
送
の
ほ
か
に
緊
急
の
場
合
は
、
昼

夜
を
問
わ
ず
緊
急
放
送
を
お
こ
な
う
場
合

が
あ
り
ま
す
が
、
放
送
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
途
中
で
気
付
い
た
、
風
が
強
く
て
放
送

内
容
が
聞
き
取
れ
な
か
っ
た
、
と
い
っ
た

場
合
は
、
次
の
番
号
に
ダ
イ
ヤ
ル
す
る
と

放
送
し
た
内
容
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

サ
ー
ビ
ス
番
号

８
４
‐
２
５
２
３

※
ご
利
用
の
場
合
に
は
通
信
料
が
か
か
り

ま
す
。

定
時
放
送
時
間

12
時
40
分

（
情
報
が
な
い
場
合
は
放
送
し
ま
せ
ん
）

点
検
放
送
時
間

17
時

（
メ
ロ
デ
ィ
チ
ャ
イ
ム
）

※
点
検
の
た
め
放
送
し
て
い
ま
す
。
放
送

さ
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、
機
器
の
故
障

が
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
手
数
で
す

が
役
場
住
民
生
活
課
住
民
活
動
係
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

緊
急
放
送
内
容
例

避
難
情
報
、
国
民
保

護
情
報
、
そ
の
ほ
か
緊
急
に
伝
え
る
必
要

が
あ
る
と
判
断
し
た
情
報
な
ど

問
住
民
生
活
課
住
民
活
動
係

町
有
林
に
カ
ラ
マ
ツ
を
植
栽
し
ま
し
た

町
で
は
、
森
林
の
有
す
る
多
面
的
機
能

を
適
正
に
発
揮
さ
せ
る
た
め
、
町
有
林
の

造
林
を
計
画
的
に
実
施
し
、
森
林
資
源
の

保
全
と
整
備
、
町
有
財
産
の
造
成
を
図
っ

て
い
ま
す
。

29
年
度
は
、
ニ
ト
リ
北
海
道
応
援
基
金

の
助
成
を
受
け
て
、
中
雄
武
の
町
有
林
に

カ
ラ
マ
ツ
を
植
栽
し
ま
し
た
。

29
年
度
町
有
林
造
林
事
業
の
概
要

植
栽
箇
所

中
雄
武
地
区

植
栽
面
積

12
ｈ
ａ

植
栽
樹
種

カ
ラ
マ
ツ

植
栽
本
数

２
１
６
０
０
本

ニ
ト
リ
北
海
道
応
援
基
金
は
、
株
式
会

社
ニ
ト
リ
が
行
っ
て
い
る
社
会
貢
献
事
業

で
、
北
海
道
に
「
元
気
を
取
り
も
ど
し
た

い
」
と
い
う
思
い
か
ら
創
設
さ
れ
た
基
金

で
す
。
株
式
会
社
ニ
ト
リ
で
は
、
北
海
道

1
０
０
０
万
本
植
樹
計
画
を
掲
げ
、
20
年

掛
け
て
各
地
に
1
０
０
０
万
本
の
植
樹
を

行
う
こ
と
を
目
標
と
し
、
地
域
の
活
性
化

を
は
じ
め
と
し
て
、
地
球
温
暖
化
防
止
や

環
境
保
護
植
樹
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
産
業
振
興
課
林
務
係

新日の出団地
  information

雄武町副町長に原正美氏を再任

◉任期
30 年１月１日から 33 年 12 月 31 日まで

12 月 13 日開会の第
5 回雄武町議会定例会に
おいて、原正美副町長
が 12 月 31 日をもって
任期を満了することに
伴って、副町長の選任
が行われ議会の同意を
得て、原正美氏が再任
されました。
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雄武町図書館（雄武町栄町）
☎84－2404
10時～19時（火～金曜日）
10時～18時（土・日曜日）
休館日 月曜日・祝日
（火・日は12時～13時まで施錠）

図書館
情報

ネットの晒し上げ、クスリにはまる大
人たち、眉唾の心霊サイト、大規模偽
造カード詐欺…。マコトとタカシ、絶
妙のコンビが活躍する人気シリーズ、
記念すべき 20 周年目の新作です！

「むかしむかし、人間と動物は、今よ
りももっと近くで、暮らしていまし
た。」――…母が、どうしても買いた
がっていた実家の倉。倉の中で、亜美
は不思議な体験をする…！？

今月の新着図書 Newly-imported books

幽落町おばけ駄菓子屋異話（蒼月海里）・深海カ
フェ海底二万哩 1 ～３（蒼月海里）・花咲家の人々

（村山早紀）・花咲家の休日（村山早紀）・花咲家
の旅（村山早紀）・花咲家の怪（村山早紀）・百貨
の魔法（村山早紀）・強欲（安達瑶）・さいとう市
立さいとう高校野球部 2（あさのあつこ）・うち
の執事に願ったならば 2（高里椎奈）・欺きの童
霊（輪渡颯介） ほか

３月のライオン昭和異聞 灼熱の時代１～４（西
川秀明 / 羽海野チカ）・ヒノコ７（津田雅美）・か
えたい二人（令丈ヒロ子）・ファニー 13 歳の指
揮官（ファニー・ベン＝アミ）・カルペパー一家
のおはなし（マリオン・アピントン）・おじいちゃ
んのふしぎなピアノ（はまぎしかなえ）・赤い金
魚と赤いとうがらし（高橋久美子）・ろくろっく
びのばけねこしまい（二宮由紀子） ほか

新着図書（一般書）新着図書（一般書） 新着図書（児童書）新着図書（児童書）

裏切りのホワイトカード
池袋ウエストゲートパークⅩⅢ

石田 衣良 /著

涙倉の夢

柏葉 幸子 /作 青山 浩行 /絵

今月のおすすめ情報 Recommended information of this month

豊丘小学校児童による、生き生きとした動物を描いた版画作品とともに、
おすすめの版画絵本と関連図書を展示します。

この機会にぜひ、雄武町図書館で版画に触れてみませんか

期 間 ３０年１月６日㈯～２月１０日㈯
場 所 雄武町図書館

「版画特集」コーナーを設置します

暮らしの

年金情報
国民年金は、年をとったときやいざというときの生活を、現役世代みんなで支えようという考え

で作られた仕組みです。また、国民年金は 20 歳以上 60 歳未満の人は加入することが義務付けら
れています。20 歳になったら、忘れずに国民年金の加入手続きをしましょう。
※ 厚生年金保険加入者やその配偶者に扶養されている人を除きます。

加入手続き 20 歳の誕生月の前月または当月上旬に日本年金機構から送付される「国民年金被保
険者資格取得届書」に必要事項を明記し、住民生活課戸籍住民係に提出してください。後日「年金
手帳」が届きます。年金手帳は保険料納付の確認や将来年金を受け取る際に必要ですので、大切に
保管してください。

月額保険料 16,490 円（平成 29 年度） 国民年金保険料納付書が届きますので、納付書で保険
料を納めてください。保険料は金融機関のほか、コンビニエンスストアでの納付もできます。

また、口座振替やクレジット納付も可能です。
・月額 400 円の付加保険料を納付すると、老齢基礎年金とあわせて付加年金を受け取れます。

付加年金の年金額は「200 円×納付月数」で計算されます。
付加保険料を納めるには申し込みが必要です。

・保険料を早めに納めること（前納）で保険料が割引になります。また、前納制度と口座振替をセッ
トにすることで、さらに割引になります。

保険料を納めるのが困難なとき 保険料の納付が猶予または免除される制度があります。手続きを
しないと老後の年金を受け取れなくなったり、不慮の事故などにより障害が残ってしまったときに、
障害基礎年金を受け取れなくなる場合があります。

【学生納付特例制度】学生の保険料納付が猶予されます。
・所得のめやす 本人の前年所得が以下の計算式で試算した金額の範囲内であること。

扶養親族等の人数× 38 万円＋ 118 万円
・在学証明書または学生証の写しが必要です。
【納付猶予制度】50 歳未満で学生以外の人の保険料納付が猶予されます。
※平成 28 年６月以前の期間は、30 歳未満であった期間が対象となります。
・所得のめやす 本人、配偶者の前年所得が以下の計算式で試算した金額の範囲内であること。

（扶養親族等の人数＋１）× 35 万円＋ 22 万円

※�学生納付特例や納付猶予の期間は年金を受けるための期間として計算されますが、老齢基礎年金
額には反映されません。

※「学生納付特例制度」「納付猶予制度」のほかに、所得に応じた免除制度があります。

問住民生活課戸籍住民係 問北見年金事務所国民年金課 ☎0157‐ 25‐9635

20 歳になったら国民年金
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真
実
を
語
る
責
任
と
そ
の
重
さ

平
成
19
年
4
月
。
私
は
、人
と
し
て
一
番
や
っ

て
は
い
け
な
い
こ
と
を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
日
は
、
友
人
達
と
私
の
家
で
お
酒
を
飲

む
約
束
を
し
て
い
ま
し
た
。
仕
事
を
終
え
た
私

は
友
人
達
を
迎
え
に
行
き
、
お
酒
を
買
っ
て
自

宅
で
飲
み
始
め
ま
し
た
。
自
宅
近
く
に
は
タ
ク

シ
ー
会
社
が
あ
り
、帰
る
人
は
タ
ク
シ
ー
で
帰
っ

て
も
ら
う
予
定
で
し
た
。

飲
み
始
め
て
か
ら
3
時
間
程
経
過
し
た
夜
中

の
０
時
頃
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
を
や
り
に
行
か
な
い

か
と
い
う
話
に
な
り
ま
し
た
。
飲
酒
運
転
と
い

う
の
は
分
か
っ
て
い
ま
し
た
が
そ
の
場
の
雰
囲

気
も
あ
り
、
男
性
３
人
、
女
性
３
人
の
計
６
人

で
２
台
の
車
に
別
れ
て
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
に
行
き

ま
し
た
。
私
達
は
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
で
も
更
に

お
酒
を
飲
み
、
朝
の
５
時
頃
ま
で
遊
ん
で
い
ま

し
た
。
帰
る
段
階
に
な
り
、
私
も
皆
も
か
な
り

酔
い
が
回
っ
て
い
ま
し
た
。
友
人
の
１
人
は
、

こ
の
ま
ま
車
で
寝
て
か
ら
仕
事
に
行
く
と
言
う

こ
と
に
な
り
、
私
を
含
め
た
５
人
が
私
の
車
に

乗
り
込
み
ま
し
た
。
私
達
も
駐
車
場
で
寝
れ
ば

い
い
も
の
を
、
友
人
達
を
早
く
送
り
届
け
た
い
、

眠
い
け
ど
ま
ぁ
大
丈
夫
だ
ろ
う
と
の
思
い
か
ら

運
転
を
し
ま
し
た
。
当
時
、
私
も
友
人
達
も
飲

酒
運
転
に
対
す
る
危
険
性
や
考
え
方
は
非
常
に

甘
い
も
の
で
し
た
。

車
を
発
進
さ
せ
た
私
は
、
す
ぐ
に
睡
魔
に
襲

わ
れ
ま
し
た
。
正
直
、
運
転
を
し
て
い
た
こ
と

の
記
憶
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
気
が
付
い

た
時
に
は
、
居
眠
り
運
転
で
反
対
車
線
に
飛
び

出
し
て
い
ま
し
た
。
反
対
車
線
に
飛
び
出
し
た

私
は
、
そ
の
ま
ま
バ
イ
ク
に
衝
突
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
軽
自
動
車
と
も
衝
突
し
、
そ
れ
で
も
止

ま
ら
な
い
私
の
車
は
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
に
激
突
。

横
転
し
炎
上
し
ま
し
た
。
車
の
中
で
身
動
き
が

出
来
な
か
っ
た
私
は
、
煙
を
吸
い
な
が
ら
こ
の

ま
ま
私
達
は
焼
け
死
ぬ
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
気
が
付
い
た
時
に
は
外
に
い
ま
し
た
。

誰
に
助
け
て
い
た
だ
い
た
の
か
未
だ
に
分
か
り

ま
せ
ん
。

私
は
、
状
況
が
全
く
理
解
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
友
人
が
バ
イ
ク
の
方
を
救
護
し
て
い
ま
し

た
が
、
ぐ
っ
た
り
と
し
て
い
て
そ
れ
を
見
た
私

は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
も
分
か
ら
ず
体
が
動

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
同
乗
者
の
女
性
は
泣
き
叫

び
、
髪
の
毛
や
洋
服
は
燃
え
、
車
や
バ
イ
ク
は

火
柱
を
上
げ
て
燃
え
て
い
ま
し
た
。
そ
の
光
景

は
、
言
葉
で
は
と
て
も
言
い
表
せ
な
い
状
況
で

し
た
。
自
分
が
起
こ
し
た
事
犯
に
も
か
か
わ
ら

ず
全
く
動
け
ず
、
私
は
意
識
を
失
い
ま
し
た
。

本
当
に
情
け
な
い
で
す
。

私
は
、
病
院
で
目
を
覚
ま
し
ま
し
た
。
そ
こ

で
父
親
か
ら
事
犯
の
内
容
を
告
げ
ら
れ
、
バ
イ

ク
の
方
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

「
人
を
殺
し
て
し
ま
っ
た
」
と
い
う
こ
と
に
感
覚

が
麻
痺
し
、
た
だ
呆
然
と
す
る
ば
か
り
で
し
た
。

加
害
者
の
私
で
す
ら
こ
ん
な
感
じ
で
す
か
ら
、

ご
遺
族
の
方
々
は
想
像
を
絶
す
る
も
の
で
あ
っ

た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
翌
日
、
ご
遺
族
の
方

か
ら
連
絡
が
ほ
し
い
と
警
察
の
方
か
ら
話
が
あ

り
ま
し
た
。
私
は
す
ぐ
に
電
話
を
し
、
必
死
に

謝
罪
し
ま
し
た
。「
葬
儀
は
も
う
終
わ
っ
た
の
で
、

退
院
し
た
ら
焼
香
に
来
て
ほ
し
い
。
詳
し
く
話

を
聞
き
た
い
。
家
に
来
て
下
さ
い
」
と
、
ご
遺

族
の
方
か
ら
言
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

退
院
し
た
そ
の
日
に
ご
遺
族
の
と
こ
ろ
へ
謝

罪
に
伺
い
、
事
件
の
内
容
を
お
話
し
ま
し
た
。

「
飲
酒
運
転
を
し
た
」
と
い
う
こ
と
を
伝
え
る
こ

と
は
本
当
に
怖
か
っ
た
の
で
す
が
、
加
害
者
と

し
て
自
分
の
こ
と
を
含
め
、
事
実
を
全
て
お
話

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
の

時
の
ご
遺
族
の
お
顔
は
一
生
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

ご
遺
族
の
方
は
、
悔
し
い
気
持
ち
や
怒
り
の
気

持
ち
で
一
杯
だ
っ
た
は
ず
で
す
。
そ
れ
で
も「
あ

な
た
は
生
き
て
い
る
の
だ
か
ら
、
こ
の
先
一
生

懸
命
に
生
き
な
さ
い
」
と
言
っ
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
私
に
は
ど
ん
な
辛
い
言
葉
や
罵
り
の
言

葉
よ
り
も
胸
が
痛
く
、
自
分
が
引
き
起
こ
し
た

行
為
に
対
し
悔
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
私
は
逮
捕
さ
れ
裁
判
が
終
わ
り
、

懲
役
4
年
の
刑
が
下
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
事

件
か
ら
1
年
後
に
７
０
０
０
万
円
が
支
払
わ
れ

ま
し
た
。
ご
遺
族
の
方
々
は
、
絶
対
に
納
得
が

い
か
な
い
と
思
い
ま
す
。
７
０
０
０
万
円
で
一

人
の
命
が
償
え
る
の
か
。
命
の
値
段
と
は
何
な

の
か
。
償
い
と
は
何
か
。
そ
の
こ
と
を
考
え
な

が
ら
受
刑
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。
私
は
、
受

刑
生
活
は
相
手
に
対
し
て
の
罪
の
償
い
と
は

思
っ
て
い
ま
せ
ん
。
受
刑
生
活
は
自
分
を
律
し
、

更
生
さ
せ
る
た
め
の
訓
練
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

出
所
し
た
時
か
ら
初
め
て
ご
遺
族
に
対
し
て
本

当
の
償
い
の
日
々
が
始
ま
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ご
遺
族
の
方
々
は
、
私
を
許
し
て
く
れ
な
い
と

思
い
ま
す
。
当
た
り
前
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

で
す
が
、
自
分
が
犯
し
た
罪
を
よ
く
考
え
、
二

度
と
同
じ
こ
と
を
し
な
い
、
友
人
達
に
も
さ
せ

な
い
。
そ
の
こ
と
を
一
生
守
っ
て
い
く
こ
と
が

加
害
者
と
し
て
の
私
の
義
務
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。

Ｎ
・
Ｋ
建
設
業
（
24
歳
）

㈶
東
京
交
通
安
全
協
会
「
贖
い
の
日
々
」
よ
り

連
日
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
る
交
通
事
故
。

皆
さ
ん
は
、
そ
の
報
道
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
ま
す
か
？

「
も
し
、
そ
の
交
通
事
故
の
加
害
者
が
自
分
だ
っ
た
ら
」。

明
日
の
こ
と
は
誰
に
も
分
か
り
ま
せ
ん
。

事
故
の
加
害
者
や
被
害
者
、
遺
族
に
な
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
す
。

広
報
「
お
う
む
」
で
は
、
実
際
に
事
故
の
加
害
者
と
な
っ
た
人
の
手
記
を
紹
介
し
、

交
通
事
故
防
止
へ
の
込
め
ら
れ
た
思
い
を
伝
え
ま
す
。

STOP！交通事故

そ
の
交
通
事
故

も
し
、
自
分
だ
っ
た
ら

第
22
回「詐欺」に関する注意喚起

をさせてください

この数ヶ月ほど、「民事訴訟
管理センター」や「民事訴

訟告知センター」なる機関から
ハガキが届いたという相談を何
件かお受けしました。このハガ
キは、総合消費料金が未納になっ
ているなどとうたい、「民事訴訟
としての訴状が提出された」「給
与の差し押さえおよび動産物、
不動産の差し押さえ」などと脅
して不安をあおり、訴訟の取り
下げについて電話で相談するよ
う誘導しています。
法的な知識のない方がこのハ

ガキをご覧になると、たとえ料
金の滞納などに心当たりがない
方でも不安になって、ついつい
ハガキに書かれてある連絡先に
問い合わせをしてしまうかもし
れません。これが、何かの料金
を払っていない方だとなおさら

不安に思うことでしょう。
しかし、騙されてはいけませ

ん！ハガキには不安を煽るよう
なことが多数記載されています
が、まず、本当に「訴状が提出
された」場合、「訴状」という書
類が「裁判所」から送付されて
きます。このような「訴状」が
届かない限り、みなさんが裁判
で訴えられている事実はまずあ
りません。また、冒頭に書いた
「民事訴訟管理センター」などと
いう機関はそもそも実在もしま
せん。
それから、「給与の差し押さえ」

ですが、このハガキが届いただ
けで差し押さえになることはま
ずありません。差し押さえは一
部の例外を除き、基本的には訴
えられた後の判決が出るまでは
できないことになっていますか
ら、ハガキが届いてもすぐに差
し押さえになるなどということ
はありえません。

無料法律相談会（事前予約制）☎ 0158-26-2277
1 月 9 日㈫・2 月 6 日㈫ 13 時～ 16 時 地域交流センター 2 階会議室

このハガキは詐欺です！請求
には応じる必要はありません。
ハガキが届いても無視すること
が大切です。ハガキに記載され
た連絡先には決して連絡しない
でください。電話などをしてし
まうと相手に個人情報が伝わっ
てしまい、繰り返しお金の請求
をされることになりかねません。
不安になったり迷ったりした場
合には、専門家にご相談するこ
とをお勧めします。
このハガキは道内各地に送付

されているようで、実際に数
百万円の被害に遭われた方もい
らっしゃるようです。十分お気
をつけくだ
さい。

なるほど ! くらしの法律相談 【 第 69 回 】

田村 秀樹 弁護士
紋別ひまわり基金法律事務所

今月の担当

年末年始、ごちそうをたくさん準備されている
のではないでしょうか。高齢になると、口の中が
乾きやすくなり、かむ力や飲み込む力が弱くなり
ます。のどつまりを予防するために下記のことに
気をつけましょう。

□�食べる前に水分を取り、食物の通り道をうるおす
□小さく切って食べやすい大きさにする
□よくかんで、唾液とよく混ぜて飲み込む
□お餅など、飲み込みづらい食品は良く噛んで、

注意して飲み込む

地域包括支援センターだより 地域包括支援センター ☎ 84 ‐ 4495

のどつまりした時は、前かがみになって背中を
強めにたたいてもらう、みぞおちを圧迫するなど
して異物を取り除きましょう。異物を取り除くこ
とができず息ができない場合や、意識がはっきり
しない場合には直ちに救急車を呼びましょう。

良いお年をお迎えください

雄武町地域包括支援センター
（役場庁舎別館内） ☎ 84 ‐ 4495

※�緊急時の電話相談は 24 時間受け付けして
います。
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「
地
域
行
政
に
携
わ
る
仕
事
が

し
て
み
た
か
っ
た
」

秩
父
別
町
出
身
で
、
お
父
さ
ん

が
議
員
で
あ
る
影
響
で
、
学
生
の

頃
か
ら
地
域
行
政
に
興
味
が
あ
っ

た
と
話
し
ま
す
。

「
よ
く
父
と
地
方
行
政
に
つ
い
て

議
論
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中

で
、
私
も
父
と
は
違
う
形
で
地
域

行
政
に
か
か
わ
っ
て
い
き
た
い
と

思
う
様
に
な
り
ま
し
た
。」
そ
れ

が
、
公
務
員
を
目
指
す
き
っ
か
け

に
な
っ
た
と
言
い
ま
す
。

現
在
は
、
財
務
企
画
課
で
オ
ホ
ー

ツ
ク
紋
別
空
港
利
用
促
進
助
成
事

業
や
お
試
し
暮
ら
し
住
宅
事
業
な

ど
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

「
ま
だ
2
年
目
な
の
で
、
上
司
、

先
輩
か
ら
助
言
を
い
た
だ
き
な
が

ら
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
窓
口

に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
方
に
、『
分

か
り
や
す
か
っ
た
、
あ
り
が
と
う
』

と
声
を
か
け
て
い
た
だ
け
る
と
す

ご
く
嬉
し
い
で
す
。」「
し
っ
か
り

と
町
民
の
方
に
分
か
り
や
す
い
説

明
が
出
来
る
、
行
政
の
エ
キ
ス
パ
ー

ト
に
な
り
た
い
」
と
今
後
の
目
標

に
つ
い
て
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
、
小
学
校

時
代
か
ら
音
楽
が
趣
味
だ
と
い
い

「
テ
ナ
ー
サ
ッ
ク
ス
や
ピ
ア
ノ
を

弾
く
の
が
好
き
で
す
。
雄
武
町
に

来
て
か
ら
は
な
か
な
か
練
習
す
る

時
間
が
取
れ
な
い
の
で
、
Ｃ
Ｄ
を

聞
い
て
フ
レ
ー
ズ
を
覚
え
て
い
ま

す
。」「
い
つ
か
は
町
民
の
皆
さ
ん

と
、
音
楽
を
通
じ
て
、
合
奏
な
ど

で
触
れ
合
う
機
会
を
作
っ
て
み
た

い
で
す
」
と
夢
を
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

Fresh Talk
フレッシュトーク

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

雄武町役場財務企画課
企画調整係勤務

本
も と む ら

村 昻
こ う へ い

平さん
（新町）

Kids
わんぱくキッズ（若草保育所）～大きくなったら～

やまざき
りねちゃん

いしむら
きい ちゃん

ケ
ー
キ
屋
さ
ん

さわむら
ゆえ ちゃん

美
容
師

美
容
師

Art Museum
小さな美術館 ～共栄小学校～

門傳 蒼人 くん

門傳 悠人 くん

石井 尚樹 くん

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

平
成
30
年
の
幕
開
け
で
す
。
今
年
も
佳

き
一
年
で
あ
る
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。
さ
て
、
天
皇
陛
下
の
ご
退
位
に
と

も
な
い
、
平
成
と
い
う
年
号
も
２
０
１
９

年
の
４
月
30
日
で
幕
を
閉
じ
ま
す
。

個
人
的
に
は
あ
っ
と
い
う
間
の
30
年
で

し
た
。
社
会
人
に
な
り
た
て
の
頃
で
し
た

の
で
、
ま
だ
ま
だ
世
の
中
と
い
う
も
の
が

わ
か
ら
ず
右
往
左
往
し
て
い
ま
し
た
。
世

の
中
は
バ
ブ
ル
景
気
に
浮
か
れ
、
銀
行
の

定
期
預
金
は
7
％
く
ら
い
の
利
息
が
つ

い
て
い
ま
し
た
。
昭
和
64
年
の
1
月
7

日
に
昭
和
天
皇
が
崩
御
さ
れ
、
翌
1
月

8
日
か
ら
平
成
へ
と
改
元
さ
れ
ま
し
た
。

1
９
８
９
年
の
こ
と
で
す
。
そ
の
数
年
後

バ
ブ
ル
が
崩
壊
し
、
日
本
は
「
失
わ
れ
た

20
年
」
と
呼
ば
れ
る
低
成
長
期
に
突
入
し

て
い
き
ま
す
。
み
な
さ
ん
に
も
そ
れ
ぞ
れ

平
成
時
代
の
思
い
出
が
お
あ
り
だ
と
推
察

し
ま
す
。
平
成
を
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
と

い
い
な
と
願
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
11
月
17
日
か
ら
3
日
間
佐

賀
県
武
雄
市
の
「
武
雄
物
産
ま
つ
り
」
に

手
伝
い
要
員
と
し
て
お
邪
魔
し
て
き
ま
し

た
。
2
日
間
に
わ
た
り
武
雄
市
や
姉
妹
都

市
の
物
産
な
ど
を
販
売
す
る
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
雄
武
町
の
ブ
ー
ス
で
は
雄
武
漁
協
さ

ん
提
供
の
海
産
物
を
目
一
杯
売
り
ま
し

た
。
30
数
年
間
に
及
ぶ
友
好
関
係
は
物
品

販
売
に
も
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
ま
す
。「
1

年
間
待
っ
て
ま
し
た
よ
」
と
ば
か
り
に
ホ

タ
テ
や
鮭
が
売
れ
て
い
き
ま
し
た
。
佐
賀

人
は
話
し
好
き
な
方
も
多
く
、
ブ
ー
ス
で

は
色
々
な
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

みんなのひろば

地域おこし協力隊が行く！

Activity Report
地域おこし協力隊 ～活動レポート～

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

宿
泊
先
の
ホ
テ
ル
の
そ
ば
に
は
名
物

武
雄
温
泉
も
あ
り
、
い
い
お
風
呂
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
あ
つ
湯
と
ぬ
る
湯
が

あ
り
、
ぬ
る
湯
で
も
温
度
は
43
度
と
熱

め
で
す
。
あ
つ
湯
は
な
ん
と
45
度
。
湯

に
浸
か
れ
る
時
間
も
数
十
秒
で
し
た
が
、

お
爺
さ
ん
た
ち
は
平
気
の
平
左
で
す
。

朝
風
呂
の
会
が
あ
り
仲
間

た
ち
と
毎
朝
顔
を
会
わ
せ

て
お
互
い
の
元
気
を
確
認

し
あ
っ
て
い
る
と
聞
き
ま

し
た
。
人
懐
っ
こ
い
お
爺
さ
ん
た
ち

と
話
し
て
い
る
だ
け
で
十
分
な
旅
気

分
に
さ
せ
て
く
れ
る
武
雄
物
産
ま
つ

り
の
お
手
伝
い
で
し
た
。

地域おこし協力隊

佐
さ と う

藤 寧
やすし観光推進

支援員

一輪車にのったぼく

サーブをする自分

球を打つぼく

※学年は全て 4年生
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15日月 冬季休業終了

16日火 全校集会、大掃除

26日金 学年末考査（3年）～31日水

第 250 回

雄高 FILE 校訓「風に立て」

◉第2回校内研修会
11月 30日㈭に第2回の校内研修会を開催しました。この研修会は、年間計画に基づき、教員
の資質向上やスキルアップを高めるために行っています。今回の研修テーマは「学ぶ意欲を喚起す
る基礎学力診断テストの活用について」として本校の課題を問題提起し、活発な意見交換が行われ
ました。生徒の学力や人間性を育成させるために、まずは、教員自身が研修に励まなければならな
いと確信した研修会となりました。

◉体育祭
例年日曜日に開催されていました体育祭ですが、今年は平日
の12月 15日㈮に行われました。１、２年生の新生徒会と文
化体育委員会が、数週間も前から企画し、運営を行いました。
文化体育委員長は、「怪我に注意し、みんなでこの体育祭をつ
くり上げていきましょう」と体育祭成功への意気込みを語りま
した。午前中に、ドッチボール、男子バスケットボール、女子
バスケットボール、男子フットサル、男女選抜バレーボールを行い、午後からは、それぞれの決勝
戦を行いました。中でも、雄武高校恒例の全生徒参加のクラス対抗障害物リレーでは、借り物競走、
風船割り、小豆運びなど工夫を凝らした種目に大喝采が巻き起こりました。

❖編集後記

Editor's note

OUMU High School
1
月
の
行
事
予
定

▼今年もよろしくお願いいたしま
す。今年の干支は戌、長い長い日々
を人間とともに過ごしている犬が主
役ということで、年賀状はそれぞれ
の家で飼われている可愛い犬の写真
でいっぱいになりそうですね。お正
月の楽しみが増えそうです。（内宮）
▼新年あけましておめでとうこざいま
す。昨年は、応援大使事業があり、雄
武町にプロ野球選手が訪れたりと雄武
町も盛り上がり、個人的にも充実した
1 年になったと思います。今年も、み
なさまの所にお邪魔して広報紙面を
作っていきたいと考えておりますの
で、よろしくお願いいたします。（結城）

1 月 4 日㈭ 雄武消防団出初式（消防庁舎前） 10：00 ～

7 日㈰ ♣雄武町成人式  14：00 ～

9 日㈫ 雄武町新年交礼会（ホテル日の出岬）

10 日㈬ ☆サッカー教室  14：00 ～

11 日㈭ ☆一輪車教室                  10：00 ～

♡読み聞かせフムフムの会     11：00 ～

☆けん玉検定                  14：00 ～

15 日㈪ ♡仲良し親子教室  10：00 ～

17 日㈬ ♡仲良し親子教室  10：00 ～

18 日㈭ ♡初めてのお誕生会   10：00 ～

19 日㈮ ♡仲良し親子教室
『助産師講話』（タッチケア）       10：00 ～

20 日㈯ ☆卓球教室                     14：00 ～

22 日㈪ ♡仲良し親子教室  10：00 ～

24 日㈬ ♡仲良し親子教室  10：00 ～

25 日㈭ ◉乳幼児健康診査     12：30 ～

☆けん玉検定   16：00 ～

26 日㈮ ♡仲良し親子教室   10：30 ～

27 日㈯ おうむすこやか健診（国保病院）  7：00 ～

28 日㈰ おうむすこやか健診（国保病院）  7：00 ～

☆こども冬まつり   10：00 ～

29 日㈪ ♡仲良し親子教室   10：00 ～
◉発達支援事業

（31 日㈬～ 11：30 まで）     13：00 ～

31 日㈬ ☆仲良し親子教室  10：00 ～

開
催
場
所

◉
役
場

♣
町
民
セ
ン
タ
ー

♡
若
草
保
育
所
・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

☆
児
童
セ
ン
タ
ー

♠
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

内 科
（ 服 部 医 師 ）

毎週月～水曜日の診療となりますが、8 日㈪は
祝日のため休診となります。

内 科
（ 高 井 医 師 ） 毎週木～金曜日の診療となります。

外科・整形外科
（ 桂 巻 院 長 ）

19 日㈮は不在となります。
※毎日 10 時 30 分～ 11 時 30 分までは病棟回診時間のため、受
付時間は午前が 10 時 30 分まで、午後は正午からとなります。

小 児 科
9 日㈫、22 日㈪は 1 日診療（午前診療・午後予防
接種）、金曜日が午後のみ診療となります。
8 日㈪は祝日のため休診となります。

耳 鼻 咽 喉 科 毎週木曜日の午後のみ診療となります。

イベントカレンダー

国保病院情報（小児科と耳鼻咽喉科は、日程が
急きょ変更する場合があります   ）

☆こんにちは赤ちゃん（出生）
山口 碧

あお
（巧・悠／女／新沢木）

阿波 史
ふ み か

華（祐介・沙織／女／幸町）

◉お悔やみ申し上げます（死亡）
   松永 良子    70 歳（曙）

永山 菊枝  94 歳（元沢木）
宿野部哲男  75 歳（豊丘）

※�出生は、出生日を含めて 14 日以内、死亡は、死亡を
知った日から 7 日以内に届け出をしてください。

☞ 社会保険事務相談（事前予約制）☎ 0157-33-6007

☞ 自動車運転免許更新時講習（事前更新手続必要）

 1 月 25 日㈭ 雄武町民センター
 優良運転者講習 12：30 ～ 13：00
 違反運転者講習 13：20 ～ 15：20

☞ 人口と世帯数（12 月 20 日現在）※住民基本台帳人口

☞ 戸籍の窓口（12 月 1 日～ 12 月 20 日届け出分）※敬称略

☞ 寄付（11 月 26 日～ 12 月 20 日受付分） ※敬称略

◎香典返しを廃して（社会福祉協議会へ）
松本美智子   （豊丘）
宿野部喜美子（豊丘）

◎社会福祉のために（社会福祉協議会へ）
北海道コカ・コーラボトリング㈱北見販売課（北見市）

1 月 23 日㈫ 10：00 ～ 16：00  
遠軽町保健福祉総合センター

☞ 役所への苦情、意見、相談 ☎ 84-3402

行政相談所 1 月９日㈫ 13：30 ～ 15：30
役場町民ホール 行政相談委員 近江谷 春夫

人 口 4,513 人（日本人 4,355人、外国人158人）
（前月比 45 人減 / 前年比 31 人減）

男 2,130 人（日本人 2,086 人、外国人 44 人）
（前月比 15 人減 / 前年比 18 人減）

女 2,383 人（日本人2,269人、外国人114人）
（前月比 30 人減 / 前年比 13 人減）

世帯数 2,217 戸（日本人2,064戸、外国人145戸）
（前月比 37 戸減 / 前年比 4 戸減）

◎診療時間 8：30 ～ 12：00（受付 11：30 まで） 13：30 ～ 17：15（受付 16：15 まで）

☞ 今月の町税の納期 問税財管理課収納係

国民健康保険税（第7期分）
口座振替日：1 月 29 日㈪
※町税は納期内にきちんと納めましょう
※�納期内に納税できない事情のある人は、事前に収

納係にご相談ください。

防災行政無線が聞き取れなかった時は
８４－２５２３
テレホンサービスで確認を！！
※通信料金がかかります

オホーツク紋別空港ダイヤ
375 便 羽田発 10：20 → 紋別着 12：05
376 便 紋別発 12：45 → 羽田着 14：40

無料空港送迎バス時刻表
紋別バスターミナル発 12：40
紋別空港着 12：04
紋別空港発 12：15
紋別バスターミナル着 12：39

無料空港送迎バス時刻表
紋別バスターミナル発 11：50
紋別空港着 12：07
紋別空港発 12：15
紋別バスターミナル着 12：32

▶1月19日まで ▶1月20日から
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雄武町民わたしたちは、オホーツクのきびしい
自然を生かし、父祖・先人の労苦を感謝しながら、
郷土愛にみちた町づくりと、ひとりひとりのしあわ
せのため、 ― すこやかに、なごやかに、まめやか
に ― 励まし合い、希望と自信をもって、生きが
いある生活につとめ、たしかな未来につながる信条
をかかげて、朝夕守りとおすことを誓い合います。

雄 武 町 民 憲 章 （ 町民の誓い ）
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一、自然を生かし、住みよい環境をつくります。
一、きまりを守り、明るい社会をつくります。
一、ともに助け合い、楽しい職場をつくります。
一、元気に働き、豊かな家庭をつくります。
一、希望に生き、たくましい雄武町民となります。

 昭和 46 年 3 月 19 日制定

１
年
生
の
時
の
小
学
校
の
先
生
が
、
コ
ー
ス
に
立
て
ら
れ
た
、
旗
を
通
過

し
な
が
ら
速
さ
を
競
う
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
の
大
会
で
優
勝
し
た
姿
に
あ
こ
が

れ
て
、
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
の
道
に
進
も
う
と
思
い
ま
し
た
。

今
は
、
毎
日
ス
キ
ー
少
年
団
で
、
最
低
２
時
間
の
練
習
に
取
り
組
ん
で
い

て
、
夏
も
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
で
体
力
作
り
を
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

休
み
の
日
に
は
、
北
海
道
各
地
の
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
の
大
会
に
も
出
場
し

て
経
験
を
積
ん
で
い
ま
す
。

将
来
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
メ
ダ
ル
を
取
れ
る
選
手
に
な
り
た
い
で
す
。

中
橋

日
向 

く
ん

（
な
か
は
し

ひ
ゅ
う
が
・
新
日
の
出
町
・
雄
武
小
６
年
）

ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
に
な
り
た
い


